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開議 午前１０時００分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○議長（瀧本正德君） ただいまの出席議員は１２人です。定足数に達していますので、会議

は成立しました。 

  これから、本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎一般質問 

○議長（瀧本正德君） 日程第１、一般質問を引き続き行います。 

 

──────────────────────────────────────────── 

          ◇ 水 野 正 勝 君 

○議長（瀧本正德君） １番、水野正勝君。 

          〔１番 水野正勝君質問壇登壇〕 

○１番（水野正勝君） おはようございます。１番、水野正勝であります。大変緊張しており

ます。よろしくお願いします。 

  それでは、通告に従いまして、大きく３点について、町長並びに教育委員長に伺います。 

  初めに、大きな一点目、放課後児童クラブと放課後子ども教室についてであります。 

  住田町では、子育て支援の１つとして、世田米小学校区では世田米学童クラブ、有住小学

校区では、上有住地区公民館と下有住地区公民館を活用して、放課後子ども教室を実施して

おります。社会環境の変化に応じ、父母が安心して仕事に従事でき、移住・定住策促進のた

めにも、一層の充実が必要と考えることから、次の２点について伺います。 

  １つ目は、有住小学校区の放課後子ども教室では、土曜日や長期休業における子ども見守

り支援が、保護者のニーズに応え切れていない現状があります。開設時間と職員体制の充実

を考えてはどうでしょうか。所見を伺います。 

  ２つ目は、社会福祉協議会や高齢者福祉施設事業者との連携を図り、施策として、（仮

称）こどもデイサービスに取り組んではどうでしょうか。所見を伺います。 

  次に、大きな２つ目ですが、いきいき岩手結婚支援センター「ｉ－サポ」についてであり
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ます。 

  住田町総合計画の人：人口対策の、子どもの数は１学年４０人を確保を実現するため、ま

ずは出会いや結婚を希望する独身者に対し、気軽に恋活や婚活を始められる支援が重要と考

えることから、次の点を伺います。 

  いきいき岩手結婚支援センター「ｉ－サポ」への登録加入促進のために、詳細な活動情報

の発信や入会登録料の支援を行うべきと考えますが、いかがでしょうか。所見を伺います。 

  大きな３つ目は、子ども議会についてであります。 

  先日、地域創造学の第３年次学校公開研究会が行われました。取り組みのさらなる飛躍と

生かが期待されることから、次の点を伺います。 

  児童生徒が地域や社会とのつながりを深め、より現実的な学習ができる機会として、子ど

も議会や中高生議会の実施を検討してはどうでしょうか。所見を伺います。 

  以上で、１回目の質問を終わります。 

○議長（瀧本正德君） 答弁を求めます。 

  町長、神田謙一君。 

          〔町長 神田謙一君登壇〕 

○町長（神田謙一君） おはようございます。水野正勝議員の御質問にお答えをいたします。 

  水野議員の質問は、大きく３点ございますが、大きな１点目、３点目は教育委員会からの

答弁とし、私からは、大きく２つ目のいきいき岩手結婚支援センター「ｉ－サポ」について

の部分についてお答えをいたします。 

  本町の結婚支援策については、平成１９年度から結婚相談員を各地に配置し、結婚相談や

イベント開催による出会いの場づくりを進めてきましたが、結婚観の多様化や人口減少、あ

るいはＳＮＳの広がりなどによって、出会いツールが容易に利用できる環境になったことな

どの要因から、結婚相談に訪れる方がいなくなり、また、出会いイベントに主体的に参加す

る町内未婚者がほとんどいないという課題を抱えていました。そのような状況の中、平成２

７年度にいきいき岩手結婚支援センター「ｉ－サポ」が開設され、県内広域的な出会いの機

会の提供や結婚相談に応じる環境が整いましたので、本町の結婚相談員制度を平成２９年度

に廃止をし、「ｉ－サポ」登録によるサポートを促してきたところであります。これまで各

種情報発信媒体の活用や個別の入会相談などを行いながら、「ｉ－サポ」について周知、Ｐ

Ｒに努め、１０月末現在の登録者数の公表では、本町の登録者数はおりませんが、「ｉ－サ

ポ」の事務局に問い合わせをしたところ、１１月現在では２名の登録があったとの情報を得



－61－ 

ております。また、従来から未婚者の声として、「ｉ－サポ」登録したことを知られたくな

い、「ｉ－サポ」登録してまで出会いを求めたいと思っていないなどの声が届いておりまし

たので、登録料に対する支援を保留していたところであります。今後につきましては、来年

度から始まる大船渡市との定住自立圏の取り組みでは、大船渡市内のショッピングセンター

内にある、結婚相談支援センターの利用対象者を本町まで拡大する計画であり、身近で広域

的な結婚支援体制が整うことから周知、ＰＲに努めてまいります。あわせて「ｉ－サポ」登

録料の助成を行い、その成果を検証してまいりたいと考えているところであります。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 教育長、菊池 宏君。 

○教育長（菊池 宏君） 水野議員の、１、放課後児童クラブと放課後子ども教室についての

（１）（２）について、一括してお答えをいたします。 

  放課後児童クラブは、厚生労働省の放課後児童健全育成事業として、児童福祉法の規程に

基づき保護者が労働等による昼間、家庭にいない小学校就学児童に対し、放課後等に適切な

遊び及び生活の場を与えて、その健全な育成を図るものです。 

  本町では、世田米地区で、世田米学童クラブが保護者によって平成１８年に設立され、今

日まで運営されております。教育委員会は、その運営費に対して助成しているところです。 

  世田米学童クラブは、事前登録した児童を対象として、開設時間は平日の放課後から６時

３０分まで、土曜日と学校の長期休業日は、午前７時半から午後６時３０分まで開設してお

ります。利用は有料となっております。 

  放課後子ども教室は、文部科学省の補助事業を活用し、有住小学校の児童を対象に、子供

たちが安全に過ごすことができる放課後の居場所を確保するなどの目的から、上有住地区公

民館と下有住地区公民館に開設しております。開設時間は、平日、上有住地区は午後３時か

ら６時半まで、１１月からは冬期間ということで、午後６時まで開設しております。下有住

地区は午後２時半から午後６時までの開設となっております。 

  放課後子ども教室について、土曜日や長期休業における対応が、保護者のニーズに応え切

れていない現状もあるということですが、本町の放課後子ども教室の設置目的の主なものと

して、平日の放課後の居場所確保でありますので土曜日は開設しておりません。土曜日は上

有住地区では、午前９時から午後５時４５分まで開館している地区公民館図書室を利用して

いただければと考えます。また、長期休業につきましては、利用者も少なくなることから、

時間を変更しながら開設し対応しているところです。今後も放課後子ども教室については、
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継続して開設していく予定としておりますが、水野議員御質問の開設時間については、可能

な範囲で検討したいと考えておりますが、職員体制については、人員の増員は難しいところ

と考えております。 

  国におきましては、平成３０年９月に新放課後子ども総合プランを策定し、近年の女性就

業率の上昇等により、さらなる共働き家庭の児童数の増加が見込まれることから、待機児童

を解消するため、放課後児童クラブの追加的な整備が不可欠な状況と捉えており、放課後児

童クラブについて、２０２１年度末までに２５万人を整備し、２０２３年度末までに、合計

３０万人分の受け皿を追加整備するという目標を掲げております。このことから、新たな子

供デイサービスの取り組みという御提案をいただきましたが、住民とまちとの協働の推進を

図るためにも、有住地区におきましても、世田米地区と同様に、保護者の方々に放課後児童

クラブの設立について御検討をいただいて、教育委員会としては、その相談や支援をしてま

いりたいと考えております。 

  次に、３、子ども議会についてお答えをいたします。 

  子ども議会や中高生議会に関しましては、議員御質問のとおり、児童生徒が地域や社会と

のつながりを深める現実的な学習を進める上で、有効な学習の機会の１つであると考えてお

ります。現在、研究開発事業として取り組んでいる地域創造学においても、現在のまちの取

り組みについてのよさや課題、未来を考えた上で、これから、まちに対して自分たちがどの

ような取り組みができるか、探求する学習も行っているところです。そのような探究活動を

通して、児童生徒が自分なりに導き出した考えを、ほかの児童生徒や地域方々、保護者等に

提言する場として各校でのプロジェクト報告会や、同じ校種間での発表交流会などが既に行

われているところです。子ども議会も、そのような提言の場の候補の１つとなり得るものと

考えております。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 再質問を許します。 

  水野正勝君。 

○１番（水野正勝君） それでは、再質問をよろしくお願いいたします。 

  まず、大きな１つ目の１点目、２点目にかかわる部分です。 

  平日のですね、放課後子ども教室、上有住地区なんですが、冬と夏の期間の間でですね、

子供たちの利用状況が、大きく違っているというお話をいただいております。夏では１５名

程度なんですが、冬では、ほぼ全校生徒が利用する時間帯があるということですけれども、
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そのあたりの今後の教育委員会の対応は、どのようなお考えでいらっしゃいますでしょうか。

答弁お願いします。 

○議長（瀧本正德君） 教育次長、伊藤豊彦君。 

○教育次長（伊藤豊彦君） 夏と冬との差があるということではございますが、教育委員会と

しては、夏場についても確かに上有住地区公民館、有住小学校の児童が、放課後ほぼ全校に

近い児童が利用しているということは把握しております。ということで、今現在、安全管理

員とあと集落支援員、図書整理補助員、３名で対応しているわけですが、その全校生徒に近

い数が来ると、確かに大変だということは伺っておりますので、これは月々、小学校とも定

例会を開きまして情報交換しております。その中で、小学校でできる分、それから子ども教

室でできる分等を確認しながら、その３人の中で、できるだけ対応しているといったところ

であります。 

○議長（瀧本正德君） 水野正勝君。 

○１番（水野正勝君） 世田米学童クラブさんでは、厚生労働省の国の基準をもとに、２０名

の児童に対して支援員が１人というような体制をとっているようであります。 

  まず、予算にもかかわることですので、すごく難しい部分なのかなとは思いますが、まず、

そういった現状があるということと、あと、上有住地区公民館での職員の方々の負担が、非

常に冬の間多いということが確実にありますので、ぜひ、これは町全体でもしっかりととら

まえていただいて、保護者の方をはじめ皆さんで、その状況を少しでも改善できるような取

り組みが、今後なされることを望んでいきます。 

  それでは、次なんですけれども、（２）の（仮称）こどもデイサービスについてなんです

が、国としてはですね、地域共生社会の実現ということをうたっておりまして、それのもと

に、全国的に徐々に年々広がってきている、幼老複合施設というものに当てはまるかと思わ

れます。幼児と老人の複合した施設であります。これはですね、すごく今後の住田町をはじ

め、各地方では重要なテーマにもなってくると私は考えております。子供たちの教育の面と

しましても、今言われてきているのがですね、核家族ですとか年配の方とふれあう機会のな

い子供たちが、社会に出てコミュニケーションがとれない、話が余りできないなんていうよ

うな、若い人たちがふえているということを聞いたこともあります。また、年配の方々にし

てみても、子供たちと一緒に過ごす時間がふえることで、笑顔ですとか生きがいですとか、

あとは活動量がふえる。また、認知症の予防などにも効果があるというような話もあるよう

です。なかなかしがらみもありますし、簡単なことではないとは思うんですが、いずれ将来
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的な人口減少社会の中において、こういった幅広い視野と、一見斬新とは思われるかと思う

んですが、共生社会という中で、すごく象徴的な取り組みになるんだろうなと考えておりま

すので、ぜひ将来的な部分を見据えて、まちとしては、こういったことも全国的には始まっ

てきているよと、ふえてきているよということを御理解いただいて、検討を引き続きしてい

ただきたいなと思います。 

  次の大きな２つ目の、いきいき岩手結婚支援センター「ｉ－サポ」なんですが、私はこの

間１１月の９日に、地元の後輩を１人連れて登録してまいりました。この「ｉ－サポ」に登

録してまいりました。その際ですね、職員の方にいろいろお話を伺ったんですが、各自治体

で行っている助成制度、２０代、３０代はじめ若い方にすると、すごく効果があるというよ

うな御意見もいただいて帰ってまいりました。また、この「ｉ－サポ」なんですが、一見、

若い方はじめ独身者の方、そういった方に対象して行っている事業というイメージが強いん

ですが、職員の方のお話を聞くと、病気ですとか事故で旦那さんですとか奥さんを亡くした、

独身の５０代ですとか６０代の方も多く登録されているというお話でした。いろいろと個人

的な考え方ですとか見方というのはあると思うんですが、実際は、県でこのように幅広くい

ろんな方に発信もされておりますし、利用されている状況なのかなと捉えて帰ってまいりま

した。 

  １つ、町長にお伺いしたいんですけれども、助成していただけることを検討していただい

て、非常にこれに関しては、前向きに考えていただいてありがとうございます。ですが、ま

だまだこういった情報ですとか、こういった考え方、価値観がまだまだ閉鎖的で、一部の人

にしか知られてないという現状が住田町内でもあるのだと思います。 

  そこで、具体的な情報の発信をですね、取り組んでいただきたいなという考えなんですが、

例えばなんですけれども、１１月からおでかけ「ｉ－サポ」ということで、久慈と二戸、釜

石、一関で月に２回、出張の受け付けサービスを始めております。こういった情報も最新情

報ですし、まだまだ町内では知られていないんではないかと思います。こういった情報を今

後、町の媒体、メディアで情報発信する予定はありますでしょうか。この１点お伺いします。 

○議長（瀧本正德君） 企画財政課長、横澤則子君。 

○企画財政課長（横澤則子君） 岩手「ｉ－サポ」登録、ありがとうございました。 

  出張おでかけ「ｉ－サポ」につきましては、議員おっしゃるとおり、釜石、久慈、二戸、

一関で開催をしているという状況がございます。「ｉ－サポ」の関係自治体が集まるときに

も、各方面からおでかけ「ｉ－サポ」をしてほしいという要請は、各自治体から出ていると
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いうような状況もあります。本町から一番近いのは釜石ですので、釜石の情報を発信してま

いりたいと思いますし、今後、定住自立圏の中で、大船渡市と一緒に結婚支援対策を進める

上でも、大船渡へのおでかけ「ｉ－サポ」を働きかけるというようなこともしてまいりたい

というふうに考えているところであります。 

○議長（瀧本正德君） 水野正勝君。 

○１番（水野正勝君） まだまだですね、今のは一部でして、たくさん具体的な情報が多くホ

ームページを見ると載っております。私もですね、先頭になってこの取り組みに取り組んで

まいりたいと思いますので、ぜひぜひ町としては、こういった若い方はじめ結婚支援、出会

いの支援をですね、見放さず諦めず、ぜひ寛容な心持ちで向き合って取り組んでいただきた

いなと思います。 

  最後の大きな３つ目であります。 

  地域創造学の成功の鍵は、地域の大人ですとか保護者の皆さんに、いかに参画してもらえ

るかということが鍵だと考えております。 

  議会の中でも、一部の議員との話なんですが、児童や生徒との議員懇談会ということも、

今後、検討してはどうかという話になっておりますので、ぜひ教育委員会の皆さんには、こ

ちらの取り組みを前向きに捉えていただいて、地域創造学の成果や、さらなる結果を出すた

めに取り組んでいただきたいと思います。 

  以上で、質問を終わります。ありがとうございました。 

  答弁お願いします。 

○議長（瀧本正德君） 新人でございますので、それでは、その意向を受けましてですね、教

育委員会の今の意見を聞いた上での答弁ということで、よろしくお願いします。 

  教育長、菊池 宏君。 

○教育長（菊池 宏君） 子ども議会について、水野議員からのお考えを縷々
る る

拝聴させていた

だきました。かつて平成１８年にですね、町政５０周年を記念して、この場で子ども議会を

開催したことがございます。そのときのテーマが、私たちのまち、未来の住田、夢、希望、

こういったテーマを掲げての子供たちの議会がここで開催されて、意見を交換したというこ

とがございました。大変盛り上がったということが記憶に残っております。 

  議員がお話しになられた地域創造学ですが、その中でもですね、今現在、議会ではないん

ですが、学年によって単元が展開されてございまして、「すごいな、住田のいいところ、教

えよう」、これは小学校３年生です。それから５年生ではですね、「住田の宝、森を生かそ
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う」というようなことで、住田について振り返って、住田をこれからどう発展させようかな

んていう単元を展開している学年もございます。それから６年生はですね、「考えよう、私

たちのまちの未来」こういった単元名で、さまざまな取り組みをしているところでございま

す。中学校もいろんな観点から、住田町をこれからどうしていこうかというような、そんな

プロジェクトを立ち上げながら取り組んでいるところなんですが、それを意見を、お互いの

それぞれの学校の取り組みを交換するという場がですね、あるにはあるんですが、確かにこ

の議会というような形をですね、活用して利用して、意見を交換するという、闘わせるとい

うような場面もあってもいいように私も思っております。ただ、学校が考えることでござい

ますので、学校が必要とするということであれば、こんな取り組みもいいのではないかなと

いうふうに私も思っております。貴重な御指摘ありがとうございます。 

○議長（瀧本正德君） 水野正勝君。 

○１番（水野正勝君） 大変失礼しました。ありがとうございました。 

  以上で、質問を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これで、１番、水野正勝君の質問を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

          ◇ 林 﨑 幸 正 君 

○議長（瀧本正德君） ８番、林﨑幸正君。 

          〔８番 林﨑幸正君質問壇登壇〕 

○８番（林﨑幸正君） ８番、林﨑幸正であります。 

  通告により、大きく３点、質問させていただきます。 

  最初の１点目でございますが、ＣＬＴ（直交集成板）工場の誘致についてでございます。 

  町内にＣＬＴ工場を誘致しているとのことから、次の点をお伺いします。 

  １点目でございます。 

  これまでの取り組み経緯はどうかお伺いします。 

  ２点目でございます。 

  木工団地の安定経営に向けて、ＣＬＴが必須と考えるが、どうかお伺いします。 

  大きい２点目でございます。 

  木工団地２事業体の未償還金等への対応についてでございます。 
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  木工団地２事業体の未償還金等への対応について、住田町の最重要課題であると考えるこ

とから、次の点を伺います。 

  １点目、町当局、町顧問、議会による、対策チームの検討状況はどうなっているのかお伺

いします。 

  ２点目でございます。 

  今後、どのように進めていく考えかお伺いします。 

  最後の大きい３点目でございますが、滝観洞の再開発についてでございます。 

  滝観洞の誘客と再開発を進めるべきと考えることから、次の点をお伺いします。 

  １点目でございます。 

  老朽化した観光センターについて、何回も言いますが、温泉も備えた施設に建てかえをす

べきと考えるが、どうかお伺いします。 

  ２点目でございます。 

  また、観光センターを含めた周辺整備を行うべきと考えるが、どうかお伺いします。 

  ３点目でございます。 

  県道釜石住田線の道路改良について、県では、調査に着手しているようであるが、改良区

間や今後のスケジュールはどうかお伺いします。 

  最初の質問とさせていただきます。 

○議長（瀧本正德君） 答弁を求めます。 

  町長、神田謙一君。 

          〔町長 神田謙一君登壇〕 

○町長（神田謙一君） 林﨑議員の御質問にお答えをいたします。 

  ＣＬＴ工場の誘致の御質問でありますが、昨日の阿部議員への答弁と重複しますが、御了

承いただきたいと思います。 

  林﨑議員御承知のとおり、ＣＬＴは中高層建築の構造材としての利用などが大きく期待さ

れている、新たな木質構造用材料であります。 

  本町にとりましても、ＣＬＴ工場誘致となれば林業振興や雇用の創出などが図られる。ひ

いては、まちの活性化にもつながるものと考えているところであります。まちとしてもぜひ

誘致したい考えから、現在も町内森林林業関係者とともに、町内にＣＬＴ工場誘致に向けた

取り組みを行ってきているところであります。これまでの経緯でありますが、平成２７年に

ＣＬＴ工法に早くから着目していた町内の林業事業体が、ＣＬＴ関連セミナーを陸前高田市
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で開催し、それ以降、林業事業体の方と協力し合う形で、ＣＬＴの需要側である複数のハウ

スメーカー等に対し、工場の建設、運営等、事業を立ち上げるための働きかけを行ってきた

と聞いているところであります。その後、その林業事業体の取引先企業が、ＣＬＴ工場設置

を検討しているとの話を受けたことから、林業事業体の方とともに、その企業との話し合い

を重ねてきたところであります。 

  林業事業体の方をはじめとして、関係する方々のこれまでの大変な御努力により、現在、

工場の誘致が実現するかしないかという段階に至っている状況となっているところでありま

す。ただし、工場の誘致場所も含め、現在のところ、まだ未確定要素もある状況であります

ので、丁寧に協議を継続しながら、今後もＣＬＴ工場誘致に向けた取り組みを、引き続き進

めてまいりたいと考えております。 

  次に、（２）の御質問についてでありますが、ＣＬＴ工法は、材料の木材の新しい利用法

であり、住宅のみならず、これまで木造で建てられてこなかった、非住宅と呼ばれる大規模

中高層の建物への利用が大きく期待されていることから、森林資源に恵まれた当町にとりま

しても、利用期を迎えた森林の有効活用の観点から、新たな需要先として期待するところで

あります。また、原木調達から製材所における板材製造、集成材製造、プレカット、そして

住宅建築、そこにＣＬＴ加工製造が加われば、地元企業での木材流通における幅の広がりも

期待でき、ＣＬＴ材が広く普及することとなれば、林業界にとって、よりよい方向になるも

のと考えております。そのような観点からも、本町にとりましてもＣＬＴ工場誘致となれば、

林業振興や雇用の創出などが期待され、ひいては、まちの活性化にもつながるものと考えて

いるところであり、まちとしても誘致したいという考えから、現在も町内森林林業関係者と

ともに、決定権のある企業様に、ＣＬＴ工場誘致に向けた取り組みに協議を行ってきたとこ

ろであり、今後におきましても、丁寧に協議を継続してまいりたいと考えているところであ

ります。 

  次に、木工団地２事業体の御質問については、２項目ございますが、一括してお答えをさ

せていただきます。 

  昨日の阿部議員への答弁と重複しますが、これも御了承をいただきたいと思います。 

  木工団地２事業体に対し、町の債権総額１０億円超の支払いを求め、両事業体と連帯保証

人に対し調停の申し立てを行いましたが、和解合意に至ることができず、残念ながら調停を

打ち切ることとなり、そのことにつきましては、昨年９月議会において、その経過について

御報告をさせていただいたところであります。このことを受けまして、昨年９月議会終了後
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に、対策チームの立ち上げについて、議員の皆様に提案をさせていただきました。両事業体

へ融資を行ってから１０年以上が経過しており、債権整理について、時間的にも短時間で解

決を図っていくためには、まちと議会が一体となって進めていくことが望ましいと考えてお

り、議員の皆様からも御賛同をいただき、３名の議員の方を、対策チームのメンバーとして

選出していただきました。第１回の対策チームによる検討会を昨年１０月３１日に開催をし、

議会から選出いただいた３名の議員の方、まちからは私と副町長、担当職員２名、さらに、

多田顧問を加えた８名が出席し、協議を行ったところであります。その後、これまで１０回

の検討会を開催しており、その内容につきましては、その都度、事業体の動きや決算状況な

どの報告を行い、情報の共有化に努めるとともに、その後の進め方について協議を行ってき

たところであります。 

  まちでは平成３１年２月に、２事業体に対し、今後の対応の具体的予定や具体的な支払い

計画について求める催告書を手渡し、３月末に事業体からの回答をいただき、公認会計士を

依頼して財務分析を行うこと。分析は平成３０年度決算により行うこと。分析には所要の日

数を要することの回答を受け、まちではその報告期限を９月末日と定め、再通知して提出を

求めました。事業体からは、９月２７日に報告があり、公認会計士による分析結果の提出が

ありましたが、今後、どのように返済を行うのか、事業体をどのように経営していくのかな

どの報告はなく、再度その回答を求めたところであります。まちでは事業体から提出された

財務事業調査報告書につきまして、現在、まちが依頼した公認会計士に精査をお願いしてお

り、今月中にも報告をいただくこととしているところであり、今後につきましては、事業体

からの報告の内容も含め、まちの顧問弁護士やまちで依頼した公認会計士等の御意見をいた

だきながら整理をし、対策チームと協議をしつつ、議員の皆様とともに、協議をしながら進

めてまいりたいと考えているところであります。 

  次に、滝観洞の再開発について、まず、（１）の滝観洞観光センターについて、温泉も備

えた施設へ建てかえるべきとの御質問についてであります。 

  ９月の議会においても答弁をしておりますが、このセンターは昭和４６年に建設され４７

年が経過し、外観や周辺施設も老朽化が目立つようになってきております。施設につきまし

ては、これまでも再開発を検討した経緯がありますが、費用の面などから、結果として全面

的な再開発を保留し、すぐに取り組める施設の補修や改修に努め、また、時期を捉えて施設

整備に努めてきたところであります。 

  温泉も備えた滝観洞観光センターの建てかえをという御提案についてでありますが、環境
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省の国民保養温泉地の平成２０年から平成２９年度までの調査によりますと、温泉等の宿泊

施設の減少、また、その利用者数も減少しており、施設の多くが厳しい経営状態にあるもの

と推察しているところであります。このことから、現在の状況下では、温泉を含めた早急な

施設の建てかえは難しいものと考えております。このセンターそのものの建てかえにつきま

しては、この施設の将来性や安全性等を含め、施設を運営している住田観光開発株式会社と

協議しながら、早い段階で今後の施設のあり方など、総合的に検討を進めてまいりたいと考

えております。 

  次に、（２）の滝観洞観光センターを含めた周辺整備についてであります。 

  過去に東北横断自動車道釜石秋田線の滝観洞インター設置や、平泉の世界遺産登録などに

あわせて滝観洞への集客を進めるために、周辺の整備についても検討し、平成２０年には、

駐車場の整備、休憩所の設置など、２１年には、屋外照明等や案内板の設置などに取り組ん

だところであります。滝観洞への誘客の取り組みにつきましては、できる限りの予算により、

改善や整備などを実施してきているところであり、最近では洞内ＬＥＤの設置や看板の作成

など、今年度においても、インバウンド対策の一環として滝観洞の広報事業の展開など、運

営主体である住田観光開発株式会社と相談をしながら進めているところであります。今後と

も誘客に係るソフト事業、特に周辺の観光との連携の推進など、活用できるものを有効に活

用しながら、あわせて必要な周辺整備などに取り組んでいきたいものと考えております。 

  次に、（３）の県道釜石住田線の道路改良についてであります。 

  議員御承知のとおり、県道釜石住田線については、町内の国道３路線、県道３路線ととも

に、国及び岩手県に対しまして、路線全体の改良整備促進を要望しているところであります

が、本年度においても、県からは、早期の事業化は難しいとの回答があったところでありま

す。県道釜石住田線の昨年度の調査箇所は、上有住小松から中埣、土倉から大洞の２カ所と

なりますが、県で実施した調査は、道路現況調査であり、現在の道路の問題箇所等を抽出す

るものと聞いております。また、本年度の県道釜石住田線の調査につきましては、字小松か

ら中埣間の整備の大まかな方向性を検討する道路概略設計と、中埣地区の測量調査とのこと

であり、当該路線の抜本的改良に向けた設計の実施には至っておらず、県から、今後のスケ

ジュールは示されておりません。 

  本町といたしましては、県道釜石住田線の抜本的な道路改良に早期に着手してもらうよう、

引き続き最重点項目の１つとして、町議会とともに再建要望活動を進めてまいらなければな

らないと考えているところであります。 
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  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 再質問を許します。 

  林﨑幸正君。 

○８番（林﨑幸正君） ＣＬＴのほうからいきますが、昨日も７番議員に、ある程度の答弁が

なされていましたが、それでは聞きますよ。 

  私、ＣＬＴそのものは、ある企業が、独自で住田町に持ってこようというふうな流れであ

ったと思われます。それにですね、まず、企業誘致となれば、それなりの営業をかけなけり

ゃいけないと、私はそう思います。営業にどういう企業に、何回営業に行ってきたか、その

回数を答えてください。 

○議長（瀧本正德君） 林政課長、千葉純也君。 

○林政課長（千葉純也君） 何回ぐらい行ったかということでありますが、さまざまな日程等、

手続等のスケジュール、それからいろいろな打ち合わせということで、こちらのほうからは、

関係する課の方と町長ということで、その企業様のほうに出向いたのが１回あります。それ

から町長については、数回その企業様のほうに行っているというふうに聞いております。ま

た、そちらの企業様のほうでも、こちらのほうに来て打ち合わせを数回しているという状況

でございます。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 林﨑幸正君。 

○８番（林﨑幸正君） 私はですね、やはり企業を持ってくるというふうなことになれば、何

回も行って、それなりの担当者との信用、要するにおつき合い、そういうふうなものが私は

大切だと思うんですね。やはり、それなりの誠意があるか、要するに担当者のそれなりの要

望に対して、どういうふうに答えればいいかということは、先、先、先を回ってから動かな

いと、企業の思うとおりな、住田町への立地条件ちゅうのは合意しないと思うんですよ。そ

の合意しないと思うから、違う考え方がそういう企業に生まれてきているんじゃないかと、

そういうふうに察している次第でございます。答弁的にはね、きれいに誘致しますとかどう

のこうの言ってっけども、正直言って断られたんじゃないですか。それに対して答弁願いま

す。 

○議長（瀧本正德君） 町長、神田謙一君。 

○町長（神田謙一君） 林﨑議員の考え方も、当然そういう考え方もあろうかと思います。た

だ、今までの流れの中で、先ほどの答弁の中でも言いましたけれども、林業事業体の方が中



－72－ 

心になって、一生懸命この取り組みについて、ＣＬＴという部分についての取り組みを行っ

てきた経緯があります。その部分を特に尊重しながら、一方的にということにはならないよ

うにですね、その関係性も大事にしながらということで、現在も取り組みを進めているとこ

ろでございます。 

○議長（瀧本正德君） 林﨑幸正君。 

○８番（林﨑幸正君） 私の情報ではね、住田町には来ないと、陸前高田のほうに行くという

ふうな情報が、その確率といえば、陸前高田のほうが８０％以上あるんだということなんで

ね、何やと、今まで私このＣＬＴを追っかけてね、１０年になりますよ、１０年。１０年に

なるのに、それなりの大きさそのもの、工場の敷地面積ちゅうのは大体わかっているわけな

んだ、１０年質問してんだよ、私は。１、２年の間の質問じゃないんだよ、どういうふうな

企業がくるというか、それもわかっているわけなんだ。それに対してどういうふうな動きを

すればいいか、わかることでしょう。企業が来ないちゅうことは何なんだと、それなりに動

いてないから企業が違う方向に、違う行政のほうに情報を確かめたくなる、行こうというふ

うな流れになったんじゃないかと、私はそう思いますが、副町長、いかがですか。 

○議長（瀧本正德君） 副町長、横澤 孝君。 

○副町長（横澤 孝君） 住田町に立地しないとか、ほかの市町村が８０％というようなお話

は、私はちょっと承知していないんですが、町といたしましては、昨日の阿部議員の一般質

問の御答弁もありましたし、町でできること、それから諸手続の許認可の関係を具体性をも

ってスケジュール感を示して、相手方の企業のほうに示しておりますので、それをもって今、

町長等が相手方に伺ったり、相手方がこちらに来たりして、調整をしている段階だと思いま

す。 

○議長（瀧本正德君） 林﨑幸正君。 

○８番（林﨑幸正君） 相手方の要望に対応したいという、それはわかりますがね、なぜよそ

の隣の行政区に動こうとしているんですか。その要因は何ですかね、町長。 

○議長（瀧本正德君） 町長、神田謙一君。 

○町長（神田謙一君） 具体的な確実な情報というのは、つかんでいるわけではございません

けれども、やはり企業として建設等々を行っていくというときにですね、企業としての条件、

考え方があるんだろうと思います。我々と話している中身と、他の地区での話し合いがどう

なっているかはわかりませんけれども、そういう中での判断で、私が今、確認とれている部

分で言いますと、まだ、実は建設するということも、決定まで至っていないというようなお
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話も聞いているところであります。 

○議長（瀧本正德君） 林﨑幸正君。 

○８番（林﨑幸正君） それではね、町長ね、まだ期待していいんですか。私は１０年追いか

けてきたんだけれども、期待していいですか、住田町にその企業が工場を、工場をその企業

が建てんだよ、国の補助とかそういうのは一切ないんだから、これは。その企業が独自で約

５０億円やら６０億円ぐらいの事業費なんだ。それで住田町にお願いしたいという、最初は

そうだった。ところが変わってきた。変わってきた要因は何だかと、そこんところなんです

わ、今こう言ってんのは。今のような形でまだ決まってない、こっちのほうには返事がない

と、私、期待していいんですか住田町に来ると、期待していいんなら期待していいと言って

くださいよ。 

○議長（瀧本正德君） 町長、神田謙一君。 

○町長（神田謙一君） いずれですね、決定権については、企業が当然持っているわけであり

ます。我々としては、ぜひ先ほども言ったとおり、経済的な効果等を含めて、メリットがあ

る形の中で物事を進めたいというふうに思っておりますんで、そのバランスも含めた中で、

今、丁寧に協議をしているという問題、私がそれを期待していい悪いということを、申せる

立場にはないというふうに思っております。 

○議長（瀧本正德君） 林﨑幸正君。 

○８番（林﨑幸正君） いや、今の話聞くと、何て言えばいいのかな。何ていうか情けないと

いうか、開いた口が塞がんねえというか、俺はそういうふうに感じんだよな。それでは、そ

ういうふうな流れになってもです、もし違う行政さいったもんでしょうがねえんだというよ

うな考え方になっちゃうんですか。そうなんだろうな。よその行政区に工場を建てると、片

方の企業がね、持ってくる企業が。それに対して、ああ、よその行政区にいってしまったわ、

ああしょうがねえんだと、そういうふうに素直に諦められんのかな。俺は、これはいかがな

ものかとつくづく思います。 

  これ何回言ったってしょうがねえから、次にいきますが、次いきますよ。 

  ＣＬＴ工場、ＣＬＴをなぜ持ってきたかというと、欲しいんだということだ。要するに、

御存じのように、三木・ランバーがそれなりに経営不振になって、それをどうすればいいか

と、再生させるには。私それを考えたのはＣＬＴなんです。要するに、木の歩どまりを、ど

うすればそれなりに売り上げに貢献して利益が出るかと、何でもそうだ、歩どまりだ。それ

にはね、直交集成板、美術材、資材も使えるんだ、燃やすことねえんだよね、そうすること
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によって、ある程度の歩どまりが出ながら、利益にもそれなりに直結していくんじゃないか

というふうなことを考えたのがＣＬＴで、１０年追いかけたんだよ私は。それをね、何もう

ちょいだなちゅうとき、よその行政区にいくちゅう情報を聞くと、いかんせんがっかりする

というようなのが、私の今の質問していることなんですが、しょうがねえんだな、これね、

こうやってみると。これは、ＣＬＴはやめます、言ったってしょうがないから。 

  大きい２番目にいきます。 

  木工団地２事業体の未償還金、いろいろ出ていますが、向こう側の２事業体の公認会計士

さんの、要するに調査報告書、経理分析書を、それなりに議員もある程度、資料は回収され

ましたが、ある程度説明を受けて、なるほどなと、これではどうしたらいいのかなというふ

うな考え方にもなりますが、私ね、町長に聞きたいんですが、三木・ランバーを住田町とし

て、住田町としてですよ、再建させるというふうな気構えがあるのかないのか、それをお伺

いします。 

○議長（瀧本正德君） 町長、神田謙一君。 

○町長（神田謙一君） 三木・ランバーの事業につきましては、当町にとっての位置づけ等々、

過去の経緯も含めて、存続していただきたいという気持ちは当然あります。そういう部分で

今までも、これは時間がかかっておりますけれども、その経営内容等々、どういう形の中で

取り組みを進めるのかということをですね、求めながら、現在、進行中といいますか、待っ

ている状況のところであります。 

○議長（瀧本正德君） 林﨑幸正君。 

○８番（林﨑幸正君） ちょっと切り込みますがね、分析書で大体ぱっと見せられたときに、

１２項目があったんじゃないかなと。要するに再建するにはどうだとか、行政側が逆に言え

ば、何ていうかな、債権放棄したほうがいいんじゃないかとかというふうな分析書ちゅうの

は、町とそういう記憶なんですよ。町と違ってたれば違う答弁も結構なんですが、私はね、

余りに結果出すのにね、ずるずるずるずると遅いと思いますよ。それでちょっと気になった

のがね、１２項目があって、事業再生の方法とか再生スキームの選択とか窮境対策の方法と

か、そして、最後には課題ちゅうんだかなかったかなと思っている。どういうふうにすれば

いいかというふうなことの項目が出てきたんでなかったなと、そういうふうにして、そうい

うふうに解釈していますが、そこん中でね、ちょっと気になったのが債権放棄、要するに町

側が、三木・ランバーに対しての債権放棄もあるべきじゃないかというふうな、分析結果が

出てたと思うんですよ。債権放棄。町長、助けんであれば何だかんだとね、こっちの公認会
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計士あっちの公認会計士っていうふうな時間をたどらないでさ、どうせ助けんであれば、も

う債権放棄してさ、すぐにでも三木・ランバーの２事業体を助ける気はないんですか。 

○議長（瀧本正德君） ここで、８番、林﨑幸正君の再質問に対しての答弁を保留し、暫時休

憩します。 

 

休憩 午前１１時０１分 

 

再開 午前１１時１１分 

 

○議長（瀧本正德君） 再開します。 

  休憩前に保留いたしました、８番、林﨑幸正君の再質問に対する答弁を求めます。 

  町長、神田謙一君。 

          〔町長 神田謙一君登壇〕 

○町長（神田謙一君） 先ほどの林﨑議員のお話の部分ですが、２事業体に対する公認会計士

からのディスカッション資料の中身であったというふうに思います。それを受けて、事業体

の中で、どのように再建のあり方を進めるのかというような部分の具体性をですね、我々に

示してほしいということで、今その回答を待っているという状況で、町がどう判断するとい

うことではなくて、１つの方法としてのディスカッション資料、それを受けて、２事業体、

経営陣がどのようにしていくかということだろうというふうに思っております。 

○議長（瀧本正德君） 林﨑幸正君。 

○８番（林﨑幸正君） 町長ね、何求めてもね、何求めてもさ、私、終わんないと思うよ。何

せ。だから、あなたがどういうふうな判断するかによって、どういうふうに業界、要するに、

金融業界がどういうふうな考え方をするかというふうなことも出てくると。要するに助けっ

か助けねえかだよ、なあ町長。あなたが助けますと言わあ、そういうふうな形で動くんだろ

うし、そうすれば、どのぐらいのお金が必要なんだかとか、いろいろ出てくると思うよ。結

論を先に言うんだよ。何にも資料がこないけん、うちのほうの公認会計士がどういうふうな

分析するかとか、そういうふうな問題じゃない。あなたが町長として助けるか、助けねえか

だと、それを言うことによって、金融機関そのものの動きが全然違うと思うよ。要するに、

そこんとこさ、はっきりしてればさ、ここで言いなさいよ、私、資金がショートすると思う

よ、もさくさってっと、そこんところ腹くくって言ったほうが得ですよ。町長。 
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○議長（瀧本正德君） 町長、神田謙一君。 

○町長（神田謙一君） 金融機関との関係については、全協等との部分でも申し上げたかと思

いますけれども、金融機関のほうとも話をさせていただきました。そのときに金融機関から

言われた言葉は、町の態度がイエス、ノーということではないということも言われて、そこ

は金融機関として協力できないかというお願いも申し上げましたが、そういう町との絡みで

はないというような状況でございました。 

○議長（瀧本正德君） 林﨑幸正君。 

○８番（林﨑幸正君） 金融機関というのは住田町の金融機関でしょう。あそこを相手にした

ってしょうがないでしょう。助けるわけがねえんだから。石橋たたいても渡んないところに

お願いしたって、それ動かないよ。他市町村では、違う金融機関を使っているんだ。考え方

が違う、私はそう思いますよ。だから債権放棄して、さらにどのぐらいお金が必要かどうか

と、再三言ってんでしょう、私は。まず、月の運転資金ちゅうのは８，０００万円ぐらいだ

と、掛ける３カ月を運転資金なりに余裕を持って用意すれば、まあ、約３掛ける８＝２４だ、

２億４，０００万円でしょう。４，０００万円は先、長く２億円、ある程度の運転資金があ

れば何とかそのような形で、三木・ランバーもそれなりのレールに乗っけんのいいというふ

うなお話もいただいているんだから、どうせ助けんだれば、早く債権放棄をして、さらにど

ういうふうなお金を、どういうふうにして工面してやるかというようなことをやんなきゃ、

助けると言えねんだよ。私はそう思いますが、町長、決断したほうがいいよ、もう。 

○議長（瀧本正德君） 町長、神田謙一君。 

○町長（神田謙一君） 林﨑議員の考え方も、１つの考え方だというふうに思います。ただ、

今までの経過を含めて、町として融資をしてきた事実がございます。それに対する返済のあ

り方についても、現在、今ある状況でございます。なぜ回収が進まなかったのか、なぜ事業

がうまく回らなかったのか等々含めた課題等々も、ディスカッション資料の中には入ってい

たかと思います。そういう部分の解消がなければ、単に気持ちだけのことで、支援するしな

いというような話はできないというふうに思っております。 

○議長（瀧本正德君） 林﨑幸正君。 

○８番（林﨑幸正君） 私はね、こういう言葉も聞きましたよ、特別会計予算と、これ住田町

の自民党の人も知っていると思いますよ。特別交付税というのを、特別交付税、それは何を

意味しているかと、いろんなことを住田町の自民党議員も伺っていると思う。私はそれを信

じたんだ。ということは、何がていえば、もう債権放棄して、そういうふうなことを町民に
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恨まれようと恨まれるから、何をやれったって、恨まれても、今まで債権放棄してでん助け

てやるんだというふうな考え方にね、私は変わったんだ。いろんな話を聞いたから、だから

町側の公認会計士の分析を待って、今月末に出るようなんですが、それまで２企業体の資金

ショートがないと言えますか。私は危ねえんじゃねえかなというふうに察してんですよ。そ

うすれば助ける前にいっちゃいますよ。町長、そこんところがね、俺、時間がないんで、も

う。町長の決断、だめならだめだでもいい。 

○議長（瀧本正德君） 町長、神田謙一君。 

○町長（神田謙一君） 現時点で申し上げられることは、先ほど言っているとおりでございま

す。債権・債務の関係は、そのとおり事実としてあるわけですから、そういう部分の云々か

んぬんについても、経営陣等々にしっかりですね、努力をしていただかなければいけないと

いうふうに思っています。まさに、その債権の放棄という部分、これもどの時点から出てき

た言葉か、問題もあると思いますけれども、放棄することによって、どういう状況になるか

ということもですね、考えなければ当然、経営体側で判断していかなければいけないことに

なりますので、そういう部分も含めてですね、しっかりその取り組みをどうしたいんだと。

過去のようにならないためには、やはり、これも事業体のほうに申し上げておりますけれど

も、資金繰りの計画書を含めてですね、しっかりした計画、実効性を伴うものを、提出を願

いたいということで、その上での判断になってくるかと思います。 

○議長（瀧本正德君） 林﨑幸正君。 

○８番（林﨑幸正君） 町長、それではね、その前にね、あなたが町長として、助けると言え

ばね、マスコミを通してさ、変わるよ。もう残り１年８カ月でね、６番議員も言ってました

が、やはり前町長の負の財産なんだからさ、いろんな話があって、あなたも町長に挑戦して、

今の現在に至ったと思うが、だけども腹をくくって、そういうふうなことも考えて、早く助

けるというふうなことをマスコミに言えば変わりますよ。それを願いますし、最後には、何

するたって議員諸氏の考え方だ。今度は議員の考え方もまとめていかなきゃ、そっちのほう

が時間かかんでねえの、逆に言って。いろんな議員の考え方があるから、助ければいい議員

もある、潰せばええんでねえかちゅう議員もあるんだ。それをまとめていかなきゃ、そっち

のほうに私は時間がかかると思うんで、早目に町長の「助けます」というふうな言葉を、マ

スコミに大々的に出すべきじゃないんかと、そう思います。それを望みますので、よろしく

お願いします。 

  最後に、３番の滝観洞の再開発についてにいきますが、いろいろ滝観洞の開発について、



－78－ 

温泉を掘ってくれとかいろいろ要望をしてきまして、なかなか実現には、なかなかいかない

もんだなと、つくづくそう思っておりますが、先般、我々議員のほうでも、かの有名な草津

温泉、草津温泉を視察させていただきました。その草津温泉の黒岩町長ですか、その町長の

お話を１時間ちょっとぐらい聞いたんですが、やはり、すばらしい考え方をしているんだな

と。草津温泉のお話を聞いてきました。草津の商工はといいますと、何と五葉山の高さと同

じぐらいな標高の高さのところに、草津温泉があるというふうな状況なんですね、草津温泉

ちゅうのは。それでどういうふうな宣伝方法をしているか、あとは、ふるさと納税を活用し

て、リピーターのお客さんをいかに取り入れるとかして、一斉ニュースですか、それを利用

しながら動画を発信している、全国にやっているというふうなこともいろいろ伺ってきまし

たが、副町長、滝観洞ちゅうのは滝としては日本一だよね、日本４番目、私は日本一だと聞

いていたから、日本一に、日本４番目か、なぜかね、日本一にするのには結構なお金がかか

ると思うんですよ、どこでも有名にするには。だけども日本一が４番目の滝観洞をね、それ

なりにアピールするにはさ、いろいろやはり金はかかると思うんだけどもさ、もう少しお金

を投入してお客さんに来てもらえるような、思い切った対策を打ってほしいんですが、いか

がでしょうか。 

○議長（瀧本正德君） 副町長、横澤 孝君。 

○副町長（横澤 孝君） 洞内滝の１番、４番はちょっと私の私見も入りますので、そこはよ

ろしくお願いします。 

  滝観洞の件につきましては、先ほど町長が答弁しておりましたが、施設等の老朽化は私も

承知しております。その中で、どうあそこを具体的に活用して集客をしていくかということ

は、これから具体的に考えなければいけないと思っています。その中で、どのような規模感

でやっていくのか、それから、今の観光センターをどうするのか、ここが一番の根幹かなと。

私の考えになりますが、今の滝観の観光センターの規模感ではちょっと無理かな。それを踏

まえながら検討していかなければならないと思っています。 

○議長（瀧本正德君） 林﨑幸正君。 

○８番（林﨑幸正君） 何回もね、くどくどと質問させていただいております。何とか４番目

の滝観洞を日本一にするように、それなりの設備投資をお願いして、滝観洞のほうは終わり

ます。 

  滝観洞のほうは終わりますじゃないが、今度は県道のほうなんです。 

  住田町、県道釜石住田線についてなんですが、おかげさまで、ある程度の調査費が出て、
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それなりの赤いテープを巻いたり、それなりに調査していただいておりますが、その後の経

過、本工事にはまだ未着手というふうになっておりますが、ちょこっとその流れ、もう少し

こういうところを押せば、こういうふうになんじゃねえかちゅうふうなことを、副町長、ち

ょっと教えてください。 

○議長（瀧本正德君） 副町長、横澤 孝君。 

○副町長（横澤 孝君） 釜石住田線の改修、改良につきましては、議員御存じのとおり、住

田町の県道の要望事項ではトップということで、最重要課題として長年、県のほうに要望活

動をしてきたところで、その結果として昨年度、調査費、今年度も調査費ということであろ

うかと思います。その設置ということですが、なかなか設置は、私も特に道路がなかなかわ

からないことでありますが、この道路の改修につきましては、町の要望だけではなく、ほか

の道路団体等の要望の際におきましても、機会捉えて県のほうには要望をしていっておりま

すので、今後も継続したいと思います。県道釜石住田線につきましては、議会の皆様と一丸

となって、これからも早く調査費から図面に線が引くような状態まではもっていきたいと思

っております。 

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 林﨑幸正君。 

○８番（林﨑幸正君） 最後になりますが、町長の腹の荷がわいていると思いますが、前町長

とのいろんな話もあったかと思いますが、それはそれとしながらも、三木ランバーに対して

の早い支援策を打ち上げて、そういうふうな、そして楽しい正月を迎えてほしいなと、そう

いうふうに思いますので、要望を兼ねながら、これで終わります。ありがとうございました。 

○議長（瀧本正德君） これで、８番、林﨑幸正君の質問を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

          ◇ 佐々木 信 一 君 

○議長（瀧本正德君） ４番、佐々木信一君。 

          〔４番 佐々木信一君質問壇登壇〕 

○４番（佐々木信一君） ４番、佐々木信一です。 

  通告により、大きく町長に２項目質問いたします。 

  大きい１点目、災害対策について。 
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  大型で強い台風１９号では、全国で多くの福祉施設や病院が浸水被害に遭った。想定外の

水害が相次ぎ、多くの犠牲者と甚大な被害をもたらしました。 

  当町においても、台風１９号で被災、避難場所を役場に設置したが、時間帯や雨量の状況

に応じて避難場所を設置してはどうか。 

  ２点目、すみた荘では、今回、世田米中学校に避難をしました。今後もこのような避難行

動が予想されるが、町として、どのように捉えているかお伺いいたします。 

  ３点目、現在、気仙川沿いに２台のカメラが設置されているが、より災害対策を強化する

ため、大股側との合流地点にも、監視カメラを新たに設置してはと思うが、どうかお伺いし

ます。 

  ４点目、災害時の情報収集や捜索活動の充実を図るため、消防団にドローンを導入すべき

と思うが、どうかお伺いいたします。 

  大きな２点目、滝観洞エリアの再開発について。 

  １点目、滝観洞観光センターは、築４７年が経過し老朽化が進んでいる。本町の観光振興

を図る上でも、早期の改築の考えはないのかお伺いいたします。 

  ２点目、滝観洞エリアに桜やつつじ、バラなどの庭園を整備し、観光客の増加を図っては

どうかと思うが、どうかお伺いいたします。 

  １点目の質問を終わります。 

○議長（瀧本正德君） 答弁を求めます。 

  町長、神田謙一君。 

          〔町長 神田謙一君登壇〕 

○町長（神田謙一君） 佐々木信一議員の御質問にお答えをいたします。 

  まず、１項目めの防災対策についてお答えをいたします。 

  昨日の阿部議員、村上議員への答弁の内容と重複をいたしますが、御了承をお願いいたし

ます。 

  １０月に発生した台風１９号につきましては、１２日の夜から１３日の明け方にかけて、

本町に最接近したところでありますが、その避難対応に当たっては、１２日午後３時には、

町内全域に避難準備、高齢者等避難開始を、同日午後４時４５分には、やはり町内全域に避

難勧告をそれぞれ発令をし、町民の皆様に早目の避難行動を呼びかけたところであります。

この一連の対応につきまして、早目の避難誘導ということになりますと、町民の生活を制約

することにもなるわけでありますが、一方で、夜間帯での避難においては、視認性などにお
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いて昼間より危険リスクが高まることが危惧されることから、平時の段階で避難発令の判断

をさせていただいたところであります。 

  議員からは、時間帯や雨量の状況に応じて、避難場所を設置してはどうかとの御提言でご

ざいますが、基本的な考え方といたしましては、町民の避難行動を混乱させることがないよ

う、また、限られた施設や人的な資源を効率的に活用するとの観点から、時間帯や雨量によ

り、避難する場所や避難行動が大きく変わることはないものと認識しているところでありま

す。 

  昨今、日本各地において大規模な災害が多発しております。町民の皆様におかれましては、

行政情報やマスコミ報道だけに頼ることなく、自分の命はみずからで守るという自助の考え

方のもと、その場面、場面で最善の行動をとっていただきたいと考えているところでござい

ます。町といたしましても、そういった意識の醸成に、これまで以上に努めてまいりたいと

考えているところであります。 

  次に、すみた荘の世田米中学校体育館への避難についてお答えをいたします。 

  社会福祉法人鳴瀬会が作成している洪水時の避難確保計画では、洪水時における避難場所

は社会体育館となっており、周辺の浸水の状況や利用者の健康状態等により、社会体育館へ

の避難が困難な場合には、世田米中学校体育館へ避難し、安全確保を図ることとされており

ます。今回の台風１９号は、避難情報が数日前の早い段階から出され、これまでに経験をし

たことがないような大雨となり、重大な被害を及ぼす恐れがあったことから、最初から世田

米中学校体育館に入所者を避難させるという判断に至ったと伺っております。今回は、警報

が発令される前日の夜には、大方の機材を搬入し、入所者は当日の早朝から、職員及び家族

会の協力で移送を開始し、約１時間半ほどで避難を完了したとの報告がありました。事前の

移送計画が綿密に練られていたこと、そして全職員や家族会の協力が得られたことも、円滑

な避難ができた要因の１つだと捉えております。今回のような大規模な避難は、社会福祉法

人鳴瀬会が作成している洪水時の避難確保計画に基づき、施設の判断で実施したものですが、

今後とも社会福祉施設と防災担当課及び福祉担当課が協議しながらですね、最善の避難行動

を判断することが必要であるというふうに考えております。 

  次に、監視カメラの設置に関する御質問でございますが、本町を流れる河川への監視カメ

ラの設置状況は、現在、気仙川においては、まちが設置するカメラが、世田米昭和橋付近と

上有住五葉橋付近に各１台、また、岩手県が設置するカメラが、世田米川口橋付近に１台設

置されているところであります。また、大股川においては、岩手県が設置するカメラが、世



－82－ 

田米高屋敷に１台設置されているところであります。さらに新聞報道において、既に御存じ

と思われますが、岩手県においては、本年度、管理する水位周知河川に、簡易型の監視カメ

ラを１２０基増設することとしており、このたび気仙川に２カ所、大股川に１カ所、設置す

る計画が示されたところであります。避難誘導に当たっては、これら監視カメラの映像を確

認するとともに、国土交通省の川の水位情報や、岩手県の河川情報システムから提供される

河川水位の変動状況、時間雨量や累加雨量などの数値データに基づき、総合的に避難誘導の

必要性などを判断しているところでありますので、現状においては、監視カメラの増設は考

えていないものであります。 

  次に、消防、防災分野におけるドローンの活用についてですが、災害対応や捜索救助活動

時の機動力を飛躍的に高め、また、防災ヘリコプターの役割も、一部代用させることが可能

であるとして、全国的にも大きな注目を集めているところであります。 

  議員からは、消防団にドローンを導入してはどうかとの御提案でありますが、本年度、大

船渡地区消防組合において運用機１台、操縦訓練機２台を、それぞれ導入する計画でありま

す。あわせて年度内には、消防組合職員に操縦士資格を取得させることとしており、このま

ま順調に進みますと、令和２年度からは、本町においても災害時の情報収集や捜索活動にお

いて、ドローンの活用ができるものというふうに考えております。したがいまして、当面は

消防組合による運用により、各種事業に対応してまいりたいというふうに考えております。 

  次に、滝観洞エリアの再開発、滝観洞観光センターの早期改修、改築についてであります。 

  前の林﨑議員の御質問にもお答えしているところでありますが、滝観洞観光センターは築

４７年を経過しており、老朽化が目立つような状況になってきております。この施設につい

ては、これまでも再開発を検討した経緯がありますが、費用の面などから、結果として全面

的な再開発を保留し、すぐに取り組める施設の補修や改修に努め、また、時期を捉えて施設

整備に努めてきているところであります。 

  このセンターの改修、改築につきましては、この施設の将来性や安全性等を含め、施設を

運営している住田観光開発株式会社と協議しながら、早い段階で今後の施設のあり方などを、

総合的に検討を進めてまいりたいと考えております。 

  次に、滝観洞エリアへの桜やつつじ、バラなどの庭園を整備しての観光客増加策という部

分についてであります。 

  ことしの滝観洞の入場者数は、１０月末現在で１万人を超えており、昨年と比較して２

２％の増加となっております。自動車道の全線開通や、来客が多くなる時期に天候がよかっ
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たことなどが影響しているというふうに考えております。観光客数の増減はさまざまな要因

が影響するものと考えますが、議員の御提案のように、滝観洞への誘客のために、新たな視

点から取り組んでいくことも１つの方法と考えます。現在、三陸防災復興に関する企業や官

公庁の事業を活用しながら、インバウンド対策や周辺観光地と連携する、ルート造成などに

取り組んでいるところであります。観光の主体であります住田町観光協会、そして滝観洞の

運営主体であります住田観光開発株式会社と、今後の滝観洞の運営を考えていく中で、御提

案の内容も含めまして誘客の方法について、さまざまな視点で取り組んでまいりたいと考え

ております。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 再質問を許します。 

  佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 先ほど答弁にもありましたけれども、１９号では早目の避難準備と

高齢者等避難開始の発令をし、夕方には避難勧告に切りかえられたと。早目に避難をした方

もおりますけれども、夜間、商店街のほうから避難された方は、とても危険な思いをしたの

かなと思っています。特に障害者や車椅子での避難者の受け入れはどうだったのか、お伺い

いたします。 

○議長（瀧本正德君） 総務課長、熊谷公男君。 

○総務課長（熊谷公男君） 町長、答弁申し上げましたとおりでございます。要支援者につき

ましては、そういった状況もあるというところで、早目の避難行動をお願いしたというとこ

ろでございます。にもかかわらず、深夜のという避難を余儀なくされたという方はいらっし

ゃったということは承知しております。昨日の答弁とも重複することにはなりますけれども、

福祉避難所の設置の部分については、社会福祉協議会さん等から特段の御協力をいただいて

いるところであります。今後におきましては、そういった御指摘等も踏まえながら、さらに

充実といいますか対策を講じていきたいというふうに考えております。 

  以上であります。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 昨日、福祉協議会のほうで、第２次福祉の策定をするということで

お伺いしたときには、やはり障害者の方がおりまして、車椅子で避難をしたわけなんですけ

れども、１回目の避難のときには、ちょっとだめだよというような話をされて、何か、たら

い回しにされたよというような話がありました。そういうふうなことを、話を聞いて、どう
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いうふうな受け取り方と、その対処をしたのかお伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 保健福祉課長、佐々木光彦君。 

○保健福祉課長（佐々木光彦君） 今お話があった部分についてでございますけれども、車椅

子でお越しになった方がいらっしゃったんですけれども、避難所のほうがですね、町民ホー

ルでの避難所のほうがいっぱいに、ちょうど大雨特別警報が出されたあとということで、集

中的にたくさんいらっしゃいまして、避難所のほうがいっぱいになってしまったということ

で、新しく開設をした社会体育館のほうに避難をお願いしたという経緯は、確かにあったと

いうふうに聞いてございます。この件だけではなくて、そのほかにも対応にですね、なかな

か行き届かなかった部分が、ほかにも恐らくあったとは思いますけれども、今回のこのよう

な反省を踏まえまして、対応した全役場の職員とかですね、当日、感じたことなんかを反省

点として挙げている部分がございますので、今後の避難の対応に参考にしていきたいという

ふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） こういうふうに避難される方は、かなり自分の自宅が心配だという

ことで避難されているわけなので、そういったいち早い対応をこれからもお願いいたしたい

と思います。 

  また、今回、各地区公民館や社会体育館、それから生涯スポーツセンターなどでも、受入

準備をしたわけなんですけれども、そのときの毛布とか飲み物とか食料品とか、備蓄はどの

ように支援というか配布したのかお伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 総務課長、熊谷公男君。 

○総務課長（熊谷公男君） 避難する際には、ある程度、自分の身の回りとか薬とか飲み物と

か、１食あるいは２食分の食料を持参するようにというところで、周知したところでござい

ます。あらかじめ備蓄という部分については、長期的な避難に対応するためにそろえている

というところもございますので、その辺は御理解いただきながらというところであります。

毛布については、一部ストックしていたものを配布したわけなんですけれども、その数が十

分だったかという部分については、それこそまだこれからだなというふうに思っております。

寒さ対策、あるいは逆に夏の暑さのときの対策等々、講ずる必要はあるというふうに考えて

おります。その辺も踏まえまして、今後、対策を練っていきたいなというふうに捉えている

ところであります。 
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○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 期間的には短時間だという部分がありますが、これが長期化した場

合には、やはり、かなりの数が備蓄されてないと、特に今回は４６０名ぐらいの人が避難し

たということなので、そういった部分に関しては、それなりの備蓄も考えていかなければな

らないと思いますが、今後、どういうふうにする考えがあるかお伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 総務課長、熊谷公男君。 

○総務課長（熊谷公男君） 一気にというところではありませんけれども、毎年少しずつ備蓄

の部分はふやしております。幸い住田町、農林業地帯でもありますので、御家庭によっては、

かなりのストックというものは持っていると思っております。自助の部分をお願いするとこ

ろが大きくなると思っておりますけれども、役場の支援が行き届かないというケースは、多

分考えられると思います。そのためにも自分でのストックというものも、あわせてこれから

は両立させていく必要があるなと。その辺の周知活動といいますか、進めていきたいという

ふうに考えております。 

  以上であります。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 確かに、各自そういうものなりを持参するのも必要だとは思います

けれども、いずれ備蓄のほうはお願いしたいかなと思っております。 

  それから、今回、幸いに電気の停電などがなかったわけなんですけれども、万が一この停

電あった場合の、ライフラインがとまったときの対応策は、今回、考えていたのかいなかっ

たのかお伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 総務課長、熊谷公男君。 

○総務課長（熊谷公男君） 電源喪失の可能性というものは、当然あるというふうに捉えてお

ります。役場庁舎の部分については、７２時間というところであります。あと各消防団には

発電機を配布しております。あと、地区公民館にも発電機を配布させていただいているとこ

ろでもあります。大災害となりますと、その部分の日数というのは限られてくるというとこ

ろにありますので、そういったときには住田町独自というより、それも含めて、あとは岩手

県あるいは日本全国、受援計画などの一連の体制というものをとりながら、いったときの準

備といいますか、そういったものを進めていく必要があるんだろうなというふうに思ってお

ります。 

  以上であります。 
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○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 今回は２次避難という形で、社会体育館のほうに避難したわけなん

ですけれども、たまたま幸い停電はなくて済んだわけなんですけれども、それも真夜中に避

難ということで、やはり社会体育館のほうには、そういった発電機とか、そういうライフラ

インがとまったときの対応は備えてあるのかないのかお伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 総務課長、熊谷公男君。 

○総務課長（熊谷公男君） 昨日も申し上げましたけれども、職員の反省の中にも、そういっ

た避難所の施設設備等に対する御意見もございました。なので、そういった充実というもの

を図っていきたいというふうに考えております。 

  以上であります。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） いつ何どきあるかわかりません。特に停電されると、かなり時間か

かっていろいろ御不便な部分があります。そういった部分を捉えながら対応をお願いいたし

たいと思います。 

  次、河川に隣接している福祉施設すみた荘は、避難場所の役割として、今回は機能しませ

んでした。本来であれば福祉避難場所にならなければならない施設と、私は思っていました

が、その役割を果たせなかった役場主導で建設されたこの施設は、移転先は適正であったの

か。 

○議長（瀧本正德君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時５０分 

 

再開 午前１１時５１分 

 

○議長（瀧本正德君） 再開します。 

 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 正しかったのか。移転先はこれでよかったのかお伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 副町長、横澤 孝君。 

          〔副町長 横澤 孝君登壇〕 

○副町長（横澤 孝君） すみた荘の移転につきましては、社会福祉法人鳴瀬会さんのほうで、
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何カ所か町内で移転先を調査し検討した結果、あそこに移転したいということで決定をさせ

てもらって、町の主導ではないことをお答えいたします。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 何カ所か候補を見つけて、今の場所に至ったというわけですけれど

も、今回、やはり福祉避難場所としては機能しなかったという部分があります。そういった

部分、今後どういうふうに機能させていくかお伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 保健福祉課長、佐々木光彦君。 

○保健福祉課長（佐々木光彦君） 福祉避難所につきましては、町内で４カ所、現在のところ

協定を結んでいるわけですけれども、世田米地区では、すみた荘ということで現在、協定を

結んでいるところです。ただ、今回、今、議員がおっしゃっておりましたとおり、すみた荘

自体が避難をしたという経緯もございますので、それでは福祉避難所が、世田米の部分とし

てはないんじゃないかということもあろうかと思いますので、新しい福祉避難所の指定と協

定というようなことも、今後、検討していかなければいけないのかなというふうに思ってお

ります。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 今回、その施設が役割を機能しなかったというのに関して、大雨だ

という部分がありますし、それで洪水という部分を考えて、中学校に避難したという形にな

りますけれども、今回、台風や大雨で近くにいる人たちが避難したいと思っていたときでも、

やはり、その避難場所があったのとないのでは、かなり違うと思うんですけれども、今後、

大雨に対しての施設の対策を、今後、どのように考えていくのかお伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 総務課長、熊谷公男君。 

○総務課長（熊谷公男君） 避難所の部分につきましては、昨日の答弁と重複することになり

ますけれども、地域とともに協働でそういったところを指定といいますか、確保していける

ような作業をしたいというふうに考えております。 

  以上であります。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 私なりに考えるわけなんですけれども、台風や豪雨のたびに避難を

する職員はすごく大変かなと思います。それに対して、例えば、すみた荘は平家なので、そ

の平家の一部を２階建てにして、一時的な避難場所にする対策も考えるべきではないのかな
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と思いますが、どうでしょうか。 

○議長（瀧本正德君） 保健福祉課長、佐々木光彦君。 

○保健福祉課長（佐々木光彦君） 確かに現在、平家でということで、心配な部分もあろうか

と思いますけれども、その一部を２階にしてはどうかという御意見でございますけれども、

技術的には恐らく可能なんだろうなとは思いますけれども、例えば、その一部を平家から２

階にする際にですね、屋根を撤去して、中の柱とか梁
はり

とかという強度を強化するという、補

強しなければいけないという問題、そして、さらに工事をしているうちには、入所している

方々はそれじゃどうするのかというような問題とか、さまざま大きな問題が出てくると思い

ます。また、施設のほうでもですね、今回、建設したことに係る借入金の返済を、現在やっ

ているところでございまして、財政的にも、そのような例えば２階をつくるというような余

裕も、現在のところはないというようなことも聞いてございますので、施設の意向等も確認

しながら、検討していく必要があるのではないかなと思っております。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 財政的な部分も厳しい、それもありますけれども、やはり生命が第

一だと思いますので、そういった部分を考慮しながら、その施設の人たちと相談しながら進

めていってもらいたいかなと思います。 

  次に、すみた荘は気仙川に隣接していて、７０分の１で護岸工事は行われました。昨日、

７番議員からもありましたが、やはり、すみた荘の部分だけでもいいので、さらなるかさ上

げが必要と思いますが、どう考えているかお伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 建設課長、山田 研君。 

○建設課長（山田 研君） すみた荘の部分につきましては、議員おっしゃるとおり、７０分

の１で整備をしているところでございます。また、７０分の１プラス余裕高ということで、

１メートルの余裕高も持っているところでございます。町といたしましては、３０分の１で

河川改修してないところもございます。全体の河川改修の状況も鑑みながら、ソフト対策も

含めて、防災を進めるべきかなと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 確かに３０分の１で気仙川を整備する、１０年間でというのは、当

然それは承知しておりますけれども、いつくるかわからないこの豪雨災害とか台風災害には、

やはり現状では、すみた荘では今回は避難をしました。７０分の１でも、恐れがあるという
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ことで避難をしたわけなので、やはり、それを考慮すると、今の部分では足らないのではな

いかなと思います。そういった部分を考慮すれば、やはり、もう少しかさ上げをすべきでは

ないかなと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（瀧本正德君） 総務課長、熊谷公男君。 

○総務課長（熊谷公男君） ハード整備の部分については、議員、常々御承知のとおり、お金

というものがかかります。時間というものが必要だというふうに思っております。かさ上げ

という部分で、堤防地区であればパラペットみたいなのもあるんだろうと思いますけれども、

一方で、県内のどこかの市町村でことしありましたけれども、内水からの氾濫を防げなかっ

たという課題もございます。それらを含めて、検討する必要があるんだろうなと思っており

ます。川からも守ることによって移転を余儀なくされる。人が住めない状況になるというこ

ともありますので、さらに、今あるコミュニティの中で、どうやって防災あるいは減災とい

う形になるんだと思いますけれども、ソフト対策のほうを重視して進めていく。現在、そう

いった形で進めるべきかなというふうに考えております。 

  以上であります。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） あそこは瀬音橋がありますんで、瀬音橋から地面があと１メートル

ぐらいの余裕があります。そういった部分を考慮して、橋と同じぐらいのかさ上げはしたほ

うがいいのではないかなと思いますが、どうでしょうか。それによって多分、すみた荘は避

難をしなくてもいいのではないかなというふうに考えますが、どうでしょうか。 

○議長（瀧本正德君） ここで４番、佐々木信一君の再質問に対しての答弁を保留し、午後１

時まで休憩します。 

 

休憩 午後 ０時００分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（瀧本正德君） 再開します。 

  休憩前に保留いたしました、４番、佐々木信一君の再質問に対する答弁を求めます。 

○議長（瀧本正德君） 総務課長、熊谷公男君。 

          〔総務課長 熊谷公男君登壇〕 
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○総務課長（熊谷公男君） 先ほどと同じ答弁になるわけですけれども、川側からの水につい

ては防ぐことができる。一方で、内水、山側からの水について防げないものがあると思いま

す。この間の出来事、山田町の被害というものは、まさにそれだというふうに思っておりま

す。堤防については、慎重に考えるべきというふうに思っております。 

  以上であります。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） とにかく大きな災害がこなければいいかなと思います。 

  それでは、監視カメラのほうに入りたいと思います。 

  先ほど、町長の答弁の中に、高屋敷にも、県でカメラを設置しているという答弁がありま

した。その監視カメラは、当町でも監視というか見られるのかお伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 総務課長、熊谷公男君。 

○総務課長（熊谷公男君） 県で設置しております河川監視カメラにつきましては、県におい

ての河川情報システムの中にあるカメラでありまして、いわゆるインターネット系でありま

す。インターネットが接続できる環境にある方であれば、どなたでも見れるという状況にあ

ります。 

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） それでは、ネットで見られるということでありますね。 

  それで、私が、この大股川と合流地点に監視カメラを設置という部分では、台風は風向き

によって雨量が変わるので、種山方面に大雨が降ったのか五葉方面に大雨が降ったのか、ど

っちに多く雨が降ったのかで、被害の状況がわかりやすい判断という基準になると思います。

それで、そのカメラを設置したほうがいいのではないかなという思いで質問したわけですけ

れども、考えてはいないという話ですけれども、幾らか考えてほしいなと思います。答弁を。 

○議長（瀧本正德君） 総務課長、熊谷公男君。 

○総務課長（熊谷公男君） 監視カメラの部分につきましては、今現在そういうところであり

ます。そして今回、簡易型のカメラについても、大股川に１台、気仙川のほうに２台、県で

は設置するというところであります。この設置箇所については、大股川については下大股、

気仙川の部分については世田米のまちの中と、あとは上流側という話で、河川の構造上、弱

いという部分、あとは観測所の設置というところでの、設置というものが考えられるんだそ

うです。議員御質問の合流点への監視カメラという部分ですけれども、今、当方のほうで設
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置などの判断をする材料としては、雨量計あるいは水位計というものを総合的に見ながら判

断しております。雨の降り方、上流側、実際のところ、気仙川であれば八日町に雨量計あっ

て、そのほかにも坂本川の上流、足ヶ瀬のほう、あとは五葉山のほうについてはないので、

大橋のほうを見て、雨の降り方とかを見ています。大股川については、ことし子飼沢のほう

に設置していただいたので、それを見ながら。あとは川の上がり方については水位計、河川

の癖というものがありますので、それらを見ながら、あとは雨の降り方、大体、時間４０、

３０、４０当たりを目安にして、そういった部分を判断させていただいております。 

  あと、御質問の監視カメラも見ていますし、あと、町で設置している八日町、昭和橋の監

視カメラも見て、そういった部分で総合的な判断をしていますし、あと、岩手県あるいは大

船渡土木センターからのホットラインというものも活用しながら、そういった総合的に判断

させていただいているというところで、設置という部分については、今のところは大丈夫か

なというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 子飼沢に１台、それから簡易的にカメラを県で２台、設置している

という部分でありますけれども、住田町にはケーブルテレビという部分があります。できれ

ば、そのケーブルテレビに接続できれば、いつ誰でも見れるのではないかなと思いますので、

その部分の設置のほうも、できれば考えていただきたいと思います。 

  次に、消防団の絡みなんですけれども、火災や災害活動の中核となる、消防団の団員数が

減少傾向にあります。今後、消防団の確保と消防機能を、強化を図っていくためにも、やは

り、ドローンの導入を考えるべきと思います。先ほど、町長の答弁の中で、大船渡地区に２

台、消防組合で対応すると説明がありました。当町でそのドローンを操作する人、２、３名

の育成は、今後、どのようにして図っていくのかお伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 総務課長、熊谷公男君。 

○総務課長（熊谷公男君） 町長申し上げましたとおり、ドローンの部分については、当面、

消防組合での利用ということで考えています。大船渡市の状況を聞いてみたんですけれども、

大船渡市の部分では、今現在、消防組合のほうは操作できる方がいなくて、市役所のほうに

１名いらっしゃるというところで、そういった方を頼ってやっていると。独自の育成の部分

については、具体的にプランはまだ持ってないところですけれども、そういった時代になる

ものというふうには思っておりますので、今後、検討してまいりたいというふうに考えます。 
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○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 他地区の人を頼るのもよいわけなんですけれども、当町でも育成だ

けはしておいたほうがいいのかなと思います。 

  それから、災害時の情報収集に当たり、携帯電話等の電波不感地域は、おおむね解消され

てきているわけなんですが、ラジオ放送の受信改善はいまだされておりません。懇談会で話

がありましたが、このラジオの受信改善に、ラジオ用のアンテナを設置する考えはないかお

伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 企画財政課長、横澤則子君。 

○企画財政課長（横澤則子君） 議員と住民との懇談会で、ラジオのほうが聞こえにくいとい

う御意見があったということは承知しているところであります。ラジオのアンテナをという

お話ですけれども、御承知のとおり、昨年、今年と地域情報通信基盤施設の利活用等の検討

委員会を立ち上げまして、専門家の先生から、今後のあり方についての報告書を受けており

ます。今後、この報告書をもとに、町の情報のあり方について、どのように進めていくか、

具体的に来年度から計画を策定したいというふうに考えておりますので、その中で、検討し

てまいりたいというふうに考えております。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 住田の場合は、三沢から田畑方面、大船渡方面の白石まで、なかな

かラジオが入らない部分がありますので、早目の検討で幾らかでもラジオが聞けるようお願

いいたします。 

  それでは、大きな２点目の滝観洞のほうに入りたいと思います。 

  滝観洞観光センターは、築４７年になりますけれども、今、滝観洞センターのその周辺で

のトイレや下水道、浄化槽の設置はどうなっているのかお伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 農政課長、紺野勝利君。 

○農政課長（紺野勝利君） まず、トイレについては、施設にございますが、手前の駅との間、

橋のところに県で設置したトイレがございます。 

  それから、施設のほうの浄化槽につきましては、改修をしなければならないという状況に

なって、今それを進めている段階であります。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） この浄化槽を進めるに当たって、観光センターの規模を考えると、

かなり大きな浄化槽になるのではないかなと思いますが、逆にこの滝観洞施設を小さくすれ
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ば浄化槽も小さくなると思います。 

  その点、この観光センターの今後の扱い方というか、改築する考えはないのか、お伺いい

たします。 

○議長（瀧本正德君） 農政課長、紺野勝利君。 

○農政課長（紺野勝利君） 先ほど、町長のほうからも述べておりますし、副町長のほうもお

答えしておりますけれども、今後の施設のあり方を含めまして、その施設の規模感等も含め

まして、考えながら、浄化槽については進めておりましたけれども、その辺も検討しながら、

進めてまいりたいと考えております。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） この浄化槽設置に当たり、道路なりに簡易的なプレハブで今は営業

している部分もあります。その簡易的なプレハブも早目にこう改善するという考えはないの

か、お伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 農政課長、紺野勝利君。 

○農政課長（紺野勝利君） そのプレハブまで含めまして、滝観洞としての規模、規模といい

ますかね、施設、どういうふうにやればいいかを検討してまいりたいと考えております。  

○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 開発に当たっては、その観光開発と協議しながら進めていくという

答弁がありました。その協議しながら、今後どういうふうな形で前向きに進めていくのか、

今計画段階とか、構想があるのであれば、お伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 農政課長、紺野勝利君。 

○農政課長（紺野勝利君） 現在、構想があるという状況ではございませんので、先ほど町長

のほうでも早い段階で進めていきたいというふうにお話ししておりますが、今後そのような

形で進めてまいりたいという考えであります。  

○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） できるだけ協議を重ねて、できるだけ早い段階で素案なり計画を練

ってもらえればなと思います。 

  それでは、２段目の、滝観洞に行って、桜、つつじ、庭園などをつくって、自然の散策路

とか、そういうのをつくり、エリア整備をして、今まで以上に滞在時間を長くしていけば、

それなりの経済効果とか、観光客の増加が見込まれると思いますが、こういった庭園とか、

公園とかの整備を進める考えはないか、お伺いいたします。 
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○議長（瀧本正德君） 農政課長、紺野勝利君。 

○農政課長（紺野勝利君） 先ほどの町長の答弁の中でも、誘客のために新たな視点から取り

組んでいくということは当然大事なことなんだろうというふうに捉えております。 

 今回のような提言ということになるかどうかは別として、今後も誘客のために取り組んで

いく中では、さまざまな視点から取り組んでまいりたいと考えております。  

○議長（瀧本正德君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 観光客もやっと１万人を超えてきました。その１万人を幾らかでも

長い間滞在させることにするには、やはり、こういった周りを整備して、そういう観光客に

少しでも飽きないといったらおかしいんですけども、見るところも整備したほうがいいと思

いますので、今後進めていってもらいたいというお願いで、私の質問を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これで、４番、佐々木信一君の質問を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

          ◇ 佐 々 木 春 一 君 

○議長（瀧本正德君） ５番、佐々木春一君。 

          〔５番 佐々木春一君質問壇登壇〕 

○５番（佐々木春一君） ５番、佐々木春一であります。 

  通告により、町長並びに教育長に質問を行います。 

第１点は、自然災害と防災についてであります。 

  今年の秋には、台風１９号など、記録的豪雨が東日本を中心に、多くの犠牲者と甚大な被

害をもたらしました。私からも犠牲になった方にお悔やみを申し上げ、被災された方々にお

見舞いを申し上げ、一日も早い復旧を祈ります。また、当町における災害対策に当たられた

消防団や福祉関係者に敬意と感謝を申し上げます。 

  地球温暖化を背景に、台風の大型化や豪雨の頻発が続く中、自治体の対応のあり方が問わ

れました。町民の命と生活を守る町の防災・減災のあり方が一層重要になっていることから、

次の点をお伺いいたします。 

１つ目は、大型で強い台風１９号の接近を受け、当町においても重大な災害が発生する恐

れがあるとして、初の大雨特別警報が発令され、大雨・洪水警戒レベルで最高の５に相当し、

避難勧告も発令されました。 
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 避難に当たって、災害弱者と言われる高齢者や障害者などに対応する福祉避難所の運営に

係る課題をどのように捉えているのでしょうか。 

２つ目は、国では避難所運営ガイドラインを定めていますが、避難所開設に当たり、これ

が生かされているか検証すべきですが、いかがでしょうか。 

３つ目は、１００年に１度の災害という言葉が意味を失うほど想定外の天災が続いていま

す。最大の雨量「千年に１度レベル」も公表されていることから、町の地域防災計画で指定

するハザードマップを見直さざるを得ないのですが、どのように周知していく考えか、お聞

かせください。 

４つ目は、最近の土砂災害を大きくしている要因に、山林や農地の荒廃が指摘されていま

す。倒木による洪水被害の拡大、土砂崩れがたびたび見られるようになっています。森林保

全が重要でありますが、どのように捉え、災害対応を図っていくか、お伺いいたします。 

次に、第２点は、感染症対策の充実についてであります。 

  県では、インフルエンザが流行シーズンに入ったと発表いたしました。本格的な流行に備

え、早目の対策、予防の徹底が求められます。 

 当町では、法で定められた定期予防接種や必要と思われる予防接種を実施し、感染症対策

の充実を図るとしていることから、次の点をお伺いいたします。 

１つ目は、ロタウイルス、小児インフルエンザワクチンについては、自己負担なしの全額

補助にすることができないか、確認をいたします。 

２つ目は、高齢者インフルエンザワクチンは、定期接種の対象者に助成額を２，０００円

としていますが、医療機関によって自己負担に差があります。気仙医師会管内で、自己負担

額を一律にできないか、お伺いいたします。 

３つ目は、国では７５歳以上の後期高齢者医療制度の保険料や医療費自己負担の引き上げ

が検討されています。１日人間ドックの助成対象年齢は、現在３５歳から７５歳となってお

りますが、この年齢引き上げができないか、お伺いいたします。 

第３点は、公共施設等総合管理計画についてであります。 

  町では、今後の財政状況や公共施設の管理のあり方を踏まえ、公共施設等総合管理計画に

基づき、施設ごとの具体的な対応方針を定めていくとしていました。 

 町総合計画実施計画への登載を目指す個別施設計画について、次の点をお伺いいたします。 

 １つ目は、生活改善センターは、雨漏りや水道の通水不良が散見されています。役場周辺

施設整備構想により対応していくとしていましたが、具体的整備計画は進んでいるか、お聞
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かせください。 

 ２つ目は、旧下有住小学校校舎並びに応急仮設住宅中上団地の跡地利活用は、地元住民や

町のデザイン会議で検討されていますが、どのような利活用の方策が示されているか、お伺

いいたします。 

 ３つ目は、町が主体となって建設した福祉施設の改修、改善についてでありますが、これ

は町にとって、介護、福祉、重要な課題であり、町の責任で施設の改修、改善について行う

べきと考えますが、御所見をお伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 答弁を求めます。 

  町長、神田謙一君。 

          〔町長 神田謙一君登壇〕 

○町長（神田謙一君） 佐々木春一議員の御質問にお答えをいたします。 

  １項目めの自然災害と防災についてお答えをいたします。 

  まず、１点目の福祉避難所の関係、２点目の避難所運営に関すること、そして３点目のハ

ザードマップに関する質問については、あわせてお答えをいたします。 

  住田町防災計画においても、避難対策計画については、基本方針を定め、避難場所等の整

備についての考え方が示されております。 

  福祉避難所につきましては、平成２２年に町社会福祉協議会と社会福祉法人鳴瀬会との間

で受け入れに関する協定を締結する中で、福祉避難所として受入体制をとっていただいてい

るところであります。 

  御質問の、福祉避難所の運営に係る課題をどのように捉えているかでありますが、福祉避

難所は、一般の避難所では生活が困難な障害者や介護が必要な高齢者などが避難する施設で、

本町では４カ所の社会福祉施設の御協力をいただいております。 

  福祉避難所は、これまで社会福祉施設のボランティアで御協力いただいているところです

が、避難者の対応をする職員の人件費や避難所の燃料費、避難者に提供する食材費などの福

祉避難所の運営経費が課題であると捉えております。 

  また、福祉避難所の避難者受入人数にも限りがあることから、新たな福祉避難所の指定も

検討すべきではないかと考えているところであります。 

  ハザードマップにつきましては、住田町版防災マップとして平成２８年２月に、またみん

なの防災手帳も全世帯に配布をしているところであります。 

  しかしながら、昨今の自然災害の激甚化、台風１９号に見られるように、そのスケールの
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大型化、巨大化が顕著であることから、従来の経験則を超える事象が日本各地で起こってい

ることは周知のとおりであります。 

  これらのことを踏まえますと、議員御質問にございます、避難に関することを初め１，０

００分の１のハザードの周知であるとか、その他もろもろについて、改めて検証し、対策を

講じていく必要があると捉えております。 

  防災・減災対策は、町として喫緊の重要課題であり、自助・共助・公助、ハード対策、ソ

フト対策について、関係機関や自主防災組織との連携のもと、一つ一つ着実に積み上げてい

くことが重要であります。 

  特に、もう地域のことは地域の方々が一番知っているところであり、自主防災組織との協

働は、さまざまな作業を進める上で、福祉関係機関との連携同様に、必要不可欠であります

ので、特段の御協力をお願いすることになると考えているところであります。 

  森林保全に関してですが、本町の面積の約９割を占める森林は、木材生産などの産業振興

の面からも非常に重要でありますが、土砂災害防止機能や水源涵養機能などの公益的機能を

有しております。その機能を十分に発揮するためにも、森林整備は防災の面からも非常に重

要であると捉えているところであります。 

  国で策定した国土強靭化基本計画においても、農地、森林等を適切に保全管理することを

通じて、農地、森林等の荒廃を防ぎ、国土保全機能を発揮させるとされ、その重要性が位置

づけられているところであります。 

  本町では、これまでも森林整備を進めるため、町有林における適切な森林管理を実施する

とともに、平成１９年度からは、私有林における再造林から間伐等の森林整備に要する経費

に対して助成する事業を実施してきております。 

  町有林、私有林双方において健全な森林づくりの推進を図っているところであります。 

  加えて、新たにスタートしました森林経営管理制度では、森林所有者に適切な森林管理を

促すため、森林管理の責務を明確化した上で、森林所有者みずからが森林管理できない場合

には、その森林管理を市町村に委託して、経済ベースに乗る森林については、意欲と能力の

ある林業経営者に経営を再委託するとともに、自然条件から見て、経済ベースでの森林管理

を行うことが困難な森林については、市町村が公的に管理を行うこととなっております。 

  本町では、今後におきましても、町有林の適切な森林管理を継続して進めていきながら、

私有林における森林施業に要する所有者負担の軽減、新たな森林経営管理制度を通じた持続

的計画的な森林整備を推進し、町内の森林が適切に管理され、林地を保全するということも
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含めた、公益的機能を十分発揮できる持続可能な山づくりということを図っていきたいと考

えているところでございます。 

  次に、大きく２つ目の、感染症対策の御質問にお答えをいたします。 

  初めに、予防接種の補助額についてお答えをいたします。 

  予防接種は、法で定められた定期予防接種と任意予防接種があり、ロタウイルスと小児イ

ンフルエンザワクチンは任意予防接種となっております。 

 ロタウイルスは、生後６週から２４週未満の乳児が対象となっており、平成２６年度から

町単独事業として助成を開始し、現在１回目１万８，１２０円、２回目１万３，９３０円を

上限として助成しております。 

  胃腸炎予防ワクチンを接種することで感染症の流行防止を図っているところであり、気仙

管内で接種をすれば、自己負担なしで接種できるようになっております。 

  また、ロタウイルスは、令和２年１０月から定期予防接種になる予定となっております。 

  次に、小児インフルエンザワクチンについては、生後６カ月から中学３年生までが対象と

なっており、平成２６年度から町単独事業として助成を開始し、現在は１回につき２，００

０円の助成をしているところです。 

  インフルエンザ予防接種料は、医療機関によって薬品納入単価の違いがあるほか、手技料

を算定している医療機関もあり、自由診療なので、金額が医療機関ごとにまちまちとなって

おります。 

  感染症対策として全額助成してはどうかという御質問ですが、限られた財源の中で、町単

独で実施している事業でありますので、町民の皆さんの応分の負担に御理解をいただきたい

というふうに考えております。 

  次に、高齢者インフルエンザワクチンの自己負担を気仙医師会管内で一律にできないかと

いう御質問にお答えをいたします。 

  高齢者インフルエンザワクチンも（１）の小児インフルエンザワクチンと同様の予防接種

料算定方式となっておりますので、医療機関ごとに予防接種料は異なり、予防接種料から助

成額２，０００円を差し引いた額が自己負担額となっているところです。 

  高齢者インフルエンザワクチン予防接種の助成額については、気仙２市１町で管内統一し、

助成額２，０００円として実施をしているところです。 

  気仙医師会管内で自己負担額を一律にできないかという御質問ですが、高齢者インフルエ

ンザワクチン予防接種は自由診療であり、予防接種料が医療機関ごとにまちまちであること
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から、自己負担額を一律にするのは難しいと考えております。 

  次に、１日人間ドックの助成対象年齢の引き上げについてお答えをいたします。 

  １日人間ドックの助成は、３５から７５歳を対象としており、胃がん検診や特定健診と同

様に、主に働き盛りで病気が発症しやすい世代を対象に助成をし、受診勧奨を図っているも

のであります。 

  ９５歳以上の方々は、病気が慢性期に入っている方が多いことから、総合健診で実施する

後期高齢者健診を受診いただくよう御案内をしているところであります。 

  将来を見据えた財政状況も考慮し、１日人間ドックの助成対象年齢の引き上げは難しいも

のと考えております。 

  次に、３項目め、公共施設等総合管理計画、生活改善センターを含む庁舎周辺整備構想の

御質問にお答えをいたします。 

  庁舎周辺施設整備計画については、平成２４年度の現在の庁舎建設とあわせて検討を進め

てきているところです。 

  この間、他の公共施設整備や庁舎周辺施設の課題整理、財政運営上の優先順位等を含めた

検討を行いながら、現在に至っております。 

  庁舎周辺施設は、生活改善センターを初め、農林会館、保健福祉センターなど、住民が利

用する施設でありますが、その老朽化や人口減少に伴う利用率の減少などの課題があるため、

今後どのように活用していくかを見出していく必要がございます。 

  御承知のとおり、現在、次期総合計画策定作業中であり、町の将来像を住民と共有した上

で施設活用や整備の検討を進める必要があることから、庁舎周辺施設整備の具体的な検討は

来年度実施する予定としております。 

  次に、旧下有住小学校校舎並びに応急仮設住宅中上団地の跡地利活用についてお答えをい

たします。 

  令和２年３月末をもって応急仮設住宅中上団地の供用終了予定に伴い、１１月のデザイン

会議において、応急仮設住宅中上団地の跡地利活用を協議テーマとしたところですが、他の

テーマ協議に時間を要し、応急仮設住宅中上団地の跡地利活用については、今までの経過や

現状を共有するにとどまりました。 

  下有住地区での検討状況については、下有住いきいき活動協議会では、仮設住宅からプー

ルまでの間を全て解体整地し、震災前の地域で植えていた芝生を原状復帰してほしい、グラ

ウンド内にトイレを設置してほしいとの意向があり、その活用方法については、引き続き地
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域で検討を進めるとのことであります。 

  跡地利活用検討の今後のスケジュールですが、今年度は地域での検討及び役場内での考え

方の整理を行い、来年度、地域との対話を踏まえて整備方針を決定する予定です。 

  並行して、デザイン会議での協議を行い、専門家の意見を参考にしながら進めてまいりま

す。 

  次に、福祉施設の改修改善についてお答えをいたします。 

 町が直接管理、あるいは指定管理している福祉施設は、これまでも町の責任において改修

や改善を実施しているところであります。 

  今後も引き続き日常の保守点検により、改修が必要な箇所の洗い出しに努め、将来を見据

えた財政状況を考慮し、優先順位を見きわめながら、年次計画的な改修に努めてまいりたい

と考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 再質問を許します。 

佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 今議会では、既に３人の議員が災害対策を取り上げました。住民と

の懇談会でも、住民の高い関心があるというふうに伺いました。 

  これまでの答弁では、自助・共助・公助のあり方や、神田町長が掲げている共生社会に向

けての対応等など、今後の地域づくりに災害対策は重要な課題であると認識したところであ

ります。 

  そこで、今回の台風１９号の災害対応の中で、私なりにさまざまな教訓がありましたので、

具体的に提案をしながら、当局の考えをお伺いいたします。 

  まず１つ目は、特養すみた荘の経験からであります。１０月の１２日、１３日は、土曜日、

日曜日ということもありまして、災害情報を受けて、すみた荘はいち早く、当面社会体育館

であったものを、高台の世田米中学校体育館に避難所として選択をいたしました。 

  建物の構造や建築年数のことを考えると、決して恵まれた環境とは言えませんでしたけれ

ども、職員の工夫で対応されました。 

  フロアをユニットごとにグループ化し、職員を配置し、すみた荘での日常生活に近い環境

を整えて、入所者の不安をできるだけ解消するような対応をしていたと思います 

  それから、食事の提供や準備では、世田米中学校の体育館の最も近い場所に調理実習室が

あり、そこを利用して食事の提供ができたということで、いち早く判断をしながら、有効な
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利活用ができたように私は捉えておりますが、その行動について、どのように捉えているか、

お伺いします。 

○議長（瀧本正德君） 保健福祉課長、佐々木光彦君。 

○保健福祉課長（佐々木光彦君） 今回のすみた荘の避難についてでございますけども、議員

のほうで検証をなされているとおりだったと、私のほうでも考えております。 

  まず、避難に当たりましては、今回の場合は、準備期間が長かったということもございま

すが、すみた荘のほうで入念に事前にその避難の段取りを組んでいたということがまず１つ

大きいことがあったのかなというふうに思います。 

  それから、避難した後の過ごし方についても、今議員がおっしゃいましたとおり、ふだん

の今のすみた荘で過ごしている状況になるだけ近いような形で過ごしていた。 

 あるいはその調理場につきましても、本校舎のほうの家庭科室を使うことができたので、

それが使えるということが事前にわかったものですから、５食分ぐらいの食事までもう段取

りができていたということでございますので、やはり、事前での準備が非常にできていたの

かな、その準備ができていたことがすばらしいことだったのかなというふうに考えておりま

す。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 避難所の今後の設営に当たっては、この経験を生かして、マニュア

ルを整備したらというふうに思います。 

 なお、東日本大震災で被災された地域にあっては、陸前高田市では高田東中学校、大船渡

では赤崎小学校、中学校を見ると、新たに建設するに当たっては、避難所の機能を備えた建

物になっております。 

  学校施設とは言いながら、なかなか大型の公共施設を建設することは大変でありますから、

学校施設をそのように万が一の災害のときに活用できるように整備していくと。今後、学校

施設の修繕、改善、あるいは新たな建設に当たっては、そういった視点を持つことが大切と

思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（瀧本正德君） 総務課長、熊谷公男君  

○総務課長（熊谷公男君） 本町の立地を見ますと、世田米中学校、あるいは有住中学校の部

分についての活用というものは当然考えていかなければならないというふうに考えておりま

す。 

 学校教育とのバランスといいますか、整合性といいますか、配慮の部分で、折り合いをつ
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けながら、特に世田米中、有住中の部分については、そういった視点を取り入れて考えてい

かなければいけないというふうに捉えているところであります。 

  以上であります。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 次に、避難所が設営になった後の避難の方法についてであります。 

特養すみた荘では、職員のほかに家族会が協力して、ボランティアの形で対応して、スム

ーズな避難ができたということであります。 

  それでは、その点を地域に目を向けてみますと、災害時に手助けが必要となる高齢者や障

害者、あるいは子供など、災害弱者の安全確保での避難はどうであったかということが課題

として考えられますが、その点のところをどのように課題として捉えているか、お伺いしま

す。 

○議長（瀧本正德君） 保健福祉課長、佐々木光彦君。 

○保健福祉課長（佐々木光彦君） 災害弱者についての今回の安全確保ということでございま

したけども、要援護者の名簿というのもつくってございます。基本的には、それをもとに各

地域の民生委員さんであったり、あるいは社会福祉協議会の職員のほうから、ケアマネジャ

ーのほうから、あるいはうちのほうの包括支援センターの職員のほうから、それぞれの安否

確認を行うとともに、避難の呼びかけをしたりというようなことで、今回は行ったものでご

ざいます。 

  あとは、高齢者の部分については、先ほども言いましたが、例えばケアマネジャーから確

認がいってますし、障害者、例えば在宅酸素をしている方々もいらっしゃるわけですけども、

そういった方々についての確認とかですね、そういったこともやっておりますので、できる

範囲内になったわけではございますけども、安全の確保にはなるべく努めたと、これからも

そういうふうにしていきたいというふうに思っております。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 要支援者名簿の活用と。しかしながら、現場での状況を見ると、そ

れがうまく生かされていたかということになりますと、甚だ疑問な点もあったわけでありま

す。 

  それでも、よい取り組みをした集落の自治公民館管内の事例もありました。そこはどうい

うところかといいますと、福祉防災マップの取り組みに取り組んで、常々民生委員、公民館

長、行政連絡員、消防団との連携で、どのように地域で取り組もうかということが連携がよ
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くとれていたところで、台風１９号に際しましても、その方々が手分けをして、全戸を訪問

して、要援護者のところにはこのように対応ということで、例えば障害で１人では動けない

方にはいち早く福祉協議会と連携をとって、福祉避難所に引き受けてもらった。 

 あるいは、ひとり暮らしの高齢者のところには、親戚や子供と連絡をとりながら、一人で

不安な夜を過ごすには危険だということで、そういう親族に引き受けてもらう。 

  あるいは、午前中にもありましたけども、１戸だけ遠隔地にある人については、平場の親

戚や公民館に避難をしてもらうというふうな対応を個別で対応したという事例があります。 

  そういった全町的な取り組みの対応をどのように捉えていたか、お伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 保健福祉課長、佐々木光彦君。 

○保健福祉課長（佐々木光彦君） 今おっしゃいましたとおり、福祉マップの取り組みでやら

れた地域も確かにあったんだろうと思います。 

 福祉マップにつきましては、現在８カ所で取り組みが行われておりまして、その８カ所の

うち３カ所は見守り名簿まであわせて作成をして、それに伴って、今議員がおっしゃったよ

うな取り組みがなされているというふうに捉えております。 

  今週に入ってですね、福祉座談会が開催、各地区で開催されてきているわけですけども、

その中でも、やはりその福祉マップの取り組みというのをですね、新しい福祉協議会さんの

計画の中で重点的に取り組んでいきたいというふうなことでうたわれておりますので、今後、

まだ福祉マップを作成してない地区では、積極的にそういう取り組みをしていただいて、町

の避難と同じような避難をするだけではなくて、それぞれの地域実情に合わせた、地域での

取り組みという部分を推奨していって、共助でやっていただくということを推奨していけれ

ばいいかなと思っております。 

  また、早期に策定をしております福祉マップを策定した地区とかではですね、ちょっと実

情とそぐわなくなってきている部分も出てきているので、見直しも必要という話もあります

ので、各地区での取り組みに期待をしていきたいというふうに思っております。また呼びか

けもしていきたいと思っております。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 次に、避難所の開設のところで、自治公民館の館長さんたちから、

突然地元で自治公民館を開いて、避難所に受け入れの態勢をとってくれということがあった

ということで、日ごろからそういう防災福祉マップやら対応についてとられていないところ、

あるいは自治公民館で災害危険地域に建設がなっている場所等があった場合に、事前にそう
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いう自治公民館、あるいは自主防災組織で避難所を開設するに当たってのマニュアルの知識

を確認した経緯がないということで、戸惑ったという話を聞いております。 

  今回は、どこの避難所も一時避難回避的なものでありましたからよろしいんですけれども、

万が一大きな災害に遭って、長期的な避難所として運営するときには、一定のマニュアルを

周知しておかなければならないと考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（瀧本正德君） 総務課長、熊谷公男君。 

○総務課長（熊谷公男君） その部分につきましては、昨日もお答えをいたしましたけれども、

１０日の段階で各自治公民館長さん、自主防災組織の長の方に対しまして御配慮をお願いし

たいという御連絡は差し上げております。一方で、議員御指摘の状況というのもあったんだ

ろうなというふうに思っております。 

  今後につきましては、町長も申し上げましたけれども、さまざまなそういった反省点踏ま

えて、避難所の開設に当たっての手順、あるいは環境整備というものを進めていきたいとい

うふうに思っております。 

  以上であります。   

○議長（瀧本正德君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 国で示している避難所運営ガイドラインでは、避難者の健康が維持

されることを目標に、その質の向上を目指すという定義づけがありますので、そういった方

法で今後点検しながら、各自治公民館等の整備周知に当たっていただきたい。 

  それから、合わせて、早い段階で避難指示がありました。特に高齢者と。 

 しかしながら、地区公民館からの遠隔の地域の方々はどういう方法でその避難所に移動し

たらいいかということで戸惑ったということもありまして、この対応といたしまして、避難

輸送バスみたいなことを考えるとか、そういったことも見守り世帯を対象にしながら、地域

の中で、一時避難に当たって、地区公民館まで明るいうちに避難できる方法というものも考

えていかなければならないと思いますが、その点の見解をお伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 総務課長、熊谷公男君。 

○総務課長（熊谷公男君） そういった課題があろうという部分で、各自主防災組織の長の

方々には近場での御配慮をという部分でお願いをしたところであります。 

  議員御提案のバスに乗ってという話、先の台風１５号の際に、千葉県の一部地域でそうい

った取り組みがなされているというのは承知しております。 

 輸送に関する提携等にも絡んでくるのかなと思いますけれども、それをやる際にもさまざ
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まな課題が、ざっと考えただけでも浮かびますので、その辺クリアしながら、その方法が有

効なのかどうかも含めまして、検討という部分にはあるのかなというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 岩手県から千年に一度レベルのハザードマップが提示されました。

先ほどそれに対応した地域防災計画の見直しもしていかなければならないと。 

 まさに想定外とか、そういう言葉がありますけども、私たちの言葉でいえば、まさかここ

は大丈夫だろうと。まさかという見解が出てくるんで、そのまさかを何とか行動に結びつけ

るようなハザードマップ、あるいはそれができた暁には、日ごろから家族や地域の人たちと

避難の方法や場所について話し合い確認しておくことが大切であり、そうした意味では、防

災福祉マップづくりや防災訓練の際に立派なパンフレットが配られておりますので、どうい

う情報があったときにどういう行動をとったらいいかというのを、ただ公民館に避難して集

まるだけでなく、集まった際には、それの活用の方法等も学ぶ機会を設ければいいなという

ふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（瀧本正德君） 総務課長、熊谷公男君。 

○総務課長（熊谷公男君） 先の防災訓練の際には、避難訓練というところで、各自主防災の

長に、方々に対して、集まった際に、そういった確認、振り返りの機会も設けていただけれ

ば幸いだという話はさせていただきましたし、各地区でそういった取り組みがされたものと

いうふうに思っております。 

  千年に一度のハザードの部分については、御指摘のとおり、作成したいというふうに思っ

ております。あと、作るに当たっての見せ方、今までの３０分の１、７０分の１という部分

で、あとは土砂災害警戒区域を合わせた形でのマップというものは御提供させていただいて

ました。 

 それにあわせて、１，０００分の１のハザードについてどのような見せ方をすればいいの

か、混乱を招かないで済ませられるのかという部分について、今鋭意検討しているところで

あります。 

  この間の台風１９号の避難の傾向を見てみますと、やはり特別警報というものが出された

後の避難の数というものが多かったというふうに思っております。 

  かなりの前から事前周知といいますか、事前の注意喚起を図っていたにもかかわらず、そ

の時点での避難というものが多いということは、まさに自分たちの周知に明らかに不足があ
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ったのかな、住民方の捉え方、まだまだだったのかなというのは明らかであります。 

 それを払拭するためにも、マップの作成についてもそうですけれども、あと各自治公民館、

自治防災単位での訓練の積み上げというものは非常に大事だと思っておりますし、マニュア

ルを確認しながら、一つ一つ潰していくというのがまさに理想だというふうに考えておりま

す。 

  以上であります。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 災害を大きくしている要因で、土砂災害防止の関係があります。 

 台風１５号、１９号では、千葉県では杉などの森林の倒木によって被害を大きくしたとい

うふうに捉えております。 

 その中で、倒伏のあった杉の状態で、杉の溝腐病（みぞくされびょう）が多くて、それが

多くの杉を、特に電柱、電線とか道路の路肩にある杉がそういう病気にかかっていて、倒伏

を拡大したというふうに伺っていますが、町内の森林、杉についてはそういう状況がどうな

のか、お伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 林政課長、千葉純也君。 

○林政課長（千葉純也君） その杉の溝腐病につきましては、千葉県に多く分布してます、山

武杉特有の樹病というふうに聞いております。菌が原因で幹が腐って空洞化するということ

のようであります。 

  千葉県の２０１７年度調査では、山武杉の８割がこの樹病にかかっていたというふうに聞

いております。 

 苗木につきましては、種苗法によりまして、種別苗木配布区域の制限が決まっております。

その千葉県を含む地域から岩手県を含む地域に杉苗は入ってこないということになっており

ますので、山武杉が岩手県、本町に入っていないものと思われます。 

  また、現時点でそういう被害は確認しておりませんので、当町にはない樹病と捉えている

ところであります。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） ここで、５番、佐々木春一君の再質問を保留し、暫時休憩します。 

 

休憩  午後 ２時００分 
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再開  午後 ２時１０分 

 

○議長（瀧本正德君） 休憩前に保留いたしました５番、佐々木春一君の再質問を許します。 

  佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 土砂災害防止については、森林、農地の広域的な効用というものを

町長の答弁の中でありましたので、先ほど答弁のあったような対応で、いずれ自然災害の大

きい土砂災害を防ぐように、これからの森林、農地の管理に努めていただきたいと思います。 

  災害の関係で最後になります。被災した場合の被災者へのきめ細やかな支援についてであ

りますけれども、ぜひ新たな地域防災計画を策定するに当たって検討してもらいたい。 

 今度の台風１９号の災害に対する県内での市町村の独自支援が新聞等で報道されました。 

  住居の全壊、大規模半壊、あるいは半壊、一部損壊等があるわけでありますけども、今の

国の制度での支援では足りないということで、各被災した県内では６自治体で独自の支援を

掲げています。 

 当町においても、あらかじめそういった対応を検討しながら、防災計画を立てておくべき

と考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（瀧本正德君） 総務課長、熊谷公男君。 

○総務課長（熊谷公男君） 防災計画の策定といいますか、そういった部分の被災者支援のス

キームの部分については、検討しながらというところになると考えております。 

  以上であります。  

○議長（瀧本正德君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 国の制度は、現場にそぐわない不足している支援策でありますので、

ぜひ検討しながら、あるいは自治体独自で支援が難しい場合は、県、国に要望しながら、対

応を考えてほしいと思います。 

  次に、感染症対策であります。１つ目のロタウイルスワクチンについてでありますけれど

も、住田町では、上限を決めながら、その上限の範囲内だと自己負担なしで予防接種ができ

るということであります。 

 答弁でありましたように、来年８月の出生の子供から定期接種の国の補助対象となるとい

うことでありますから、大船渡市、陸前高田市は自己負担無料で実施しているというふうに

承っておりますので、上限にかかわらず、自己負担なしの無料で接種できるように検討して

いただければと思いますが、見解をお伺いします。 
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○議長（瀧本正德君） 保健福祉課長、佐々木光彦君。 

○保健福祉課長（佐々木光彦君） ロタウイルスワクチンの自己負担の関係でございますけど

も、大船渡市さん、高田市さんは自己負担無料という書きぶりになっていると。うちのほう

は上限があるという書きぶりになっているということでありますけども、取り扱いは同じに

なっておりますので、そこは御了解をいただきたいと思います。 

  いずれ、気仙管内で接種すれば、上限ありとはなっておりますけども、その上限内でおさ

まって自己負担はない現状となっておりますので、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 次に、小児インフルエンザワクチンについてであります。全額補助

は財政上難しいということの答弁でありました。しかし、子育て支援やら医療費の慣例を見

ておりますと、この子育てにかかわる支援については、医療、あるいはこういう予防接種を

含めて、総合的に対応していくことが大切であろうと思います。 

  県内を見ますと、５市町村で全額補助で自己負担なしで行っているようでありますが、こ

れもあわせて見解をお伺いします。 

○議長（瀧本正德君） 保健福祉課長、佐々木光彦君。 

○保健福祉課長（佐々木光彦君） 小児インフルエンザワクチンについてでございますけども、

先ほど町長のほうからも答弁がありましたとおり、この事業につきましては任意予防接種と

なってございまして、各医療機関ごとに金額の算定方法がまちまちということになってござ

います。 

 これにつきましては、いずれ限られた財源の中で、町単独事業として実施している事業で

ございますので、先ほど５市町村が全額補助というお話もございましたが、財政状況は市町

村によってまちまちでございますので、当町におきましては、将来的な部分も勘案しながら、

町民の皆さんに応分の負担をお願いしたいと思っておりますので、御理解を賜りたいと思い

ます。  

○議長（瀧本正德君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 教育委員会にお伺いいたします。これまでも、インフルエンザによ

って学級や学校の閉鎖という事態も招いておりました。そういった意味では、かつては集団

予防接種という取り組みもあったわけでありますが、子供の冬の間、今はインフルエンザは

年間通じて出るというようなこともありますけれども、そういった視点での子供の健康状態、

あるいは冬期間の子供の教育環境の整備のためには、現在は任意の予防接種でありますが、
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集中をしてインフルエンザで学級閉鎖や休校にならないような対応を連携する必要があると

思いますが、学校現場から見た場合、どのように捉えているか、お伺いします。 

○議長（瀧本正德君） 教育次長、伊藤豊彦君。 

○教育次長（伊藤豊彦君） 以前は、確かに学校のほうでも集団予防接種の実施ということが

ありましたが、その流行防止策という観点から見て、実施してもしなくても、流行の兆候は

余り変わらなかったということで、国においては集団実施をやめて、それぞれの個別実施に

切りかえたといった経緯があるようでございます。 

  ただ、流行のほうはそうなんですが、やはり予防接種をすることによって重篤化が防げる

といった指摘もございますので、そういった面で、ふだんの生活態度といいますか、手洗い

からうがいといった指導に加えまして、やはりそれぞれの御家庭で必要に応じて予防接種の

ほうを実施していただければなというふうに考えております。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） そういったことも配慮しながら、子供の医療、予防接種について、

御配慮をいただければと思います。 

  次に、定期予防接種のことでありますが、今回高齢者インフルエンザワクチンのこの制度

について質問をするというのは、町民の中から、医療機関によって、特に開業医と県立病院

で接種料金が下がると。特に県立病院が高くて、わざわざ町外の開業医のところに行ってイ

ンフルエンザのワクチンの予防接種をしているという声があって、何とか医療機関によって

統一一律化できないものかいう声がありましたので、その実情について、どうなっているか、

お聞かせください。 

○議長（瀧本正德君） 保健福祉課長、佐々木光彦君。 

○保健福祉課長（佐々木光彦君） インフルエンザワクチン予防接種につきましては、先ほど

の小児インフルエンザワクチンと同様の積算方法、予防接種の請求方法になっているもので

ございます。 

 県立病院は、県内で統一をされておりまして、５，１８０円という金額で今年度について

は統一されているということでございますけども、開業医につきましては２，０００円ぐら

いのところから５，０００円ぐらいのものまでということで、幅があるという現状になって

ございます。 

  いずれ、自由診療でございますので、開業医の皆さんにつきましては、算定の仕方はそれ

ぞれの自由で積算をしていいことになってございますので、これを例えば気仙医師会管内で
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一律化するとかということになりますと、それは価格カルテルということで独占禁止法に抵

触するようなことにもなってございますので、一律化するというのは難しい状況となってい

るようでございます。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 気仙管内の医療をめぐっては、広域的に未来かなえ機構の対応とい

うこともありますので、何とか地域間格差がないように、あるいは医療機関によって利用者

負担が下がるようにならないように、何とかいい方法に向けて広域連携が図られればと希望

しますので、御検討ください。 

  最後に、公共施設等の総合管理計画についてであります。大きく今回は３つの施設につい

て取り上げましたけれども、当面大きな課題として、生活改善センターの部分で、来年度に

向けて実施を検討するということでありますが、現状の生活改善センターの状況を見ると、

緊急を要する状況ではないかというふうに思います。 

  とりわけ図書館機能、あるいは学童クラブの利用等、これまで私も図書館と学童の利用、

あるいは小さな幼児の利用ということで、図書館、子育て支援事業に絡んだような施設の整

備をしてはということで提案をしてきた経過もありますが、その現在の建物の状態の緊急度

と、これからの計画で見えている状況についての見解を再度お伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 企画財政課長、横澤則子君。 

○企画財政課長（横澤則子君） 生活改善センターの建物の緊急度というお話ですけれども、

先ほどの町長の答弁にもありましたとおり、現在総合計画を策定している中で、今後子育て

環境というような部分も含めて、住民と共有しながら計画を策定していくというような状況

があります。 

  議員も御承知のとおり、２０３０年には人口が約４，０００人、それから高齢化率が５

０％というような状況の中で、今後施設の改修改築、あるいは新しく建設するという場合に

あっても、そのような状況を踏まえた中で、総合的に判断をしていかなければならないとい

うふうには考えております。 

  現状の中で早急に対応しなければならない部分については、補修などしながら、利活用に

不便のないような安全環境を整えていく考え方ではありますけれども、全体的な構想につい

ては、次年度、総合的に計画を立てていきたいというふうな方針でございます。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木春一君。 
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○５番（佐々木春一君） 先ほど改善改修、あるいは改築に当たっては、現在の利用率の状況、

あるいは財政上の状況というようなことがありましたけれども、住民サービスの視点からい

ったり、今後、交流人口あるいは子育て世代を定住定着、移住定住させるためにも、そこの

視点をしっかりと取り組んでいく必要があるだろうと思います。 

  私の知っている乳幼児を抱えているお母さんたちが、大船渡の施設に子供を連れて遊びに

行っているとか、あるいは子育て中の保育所に預けなくて自分で見るという場合でも、家庭

だけでなく外の環境で育てたいというふうなことで、乳幼児が遊べるような施設もあればと

いう希望がよく出されております。 

  そうした視点で、特に、あと図書館についても、やはり学童、生徒の交流や学びの場とし

て、他市町村でも大きな役割を果たしているように私は見ておりますので、役場周辺施設整

備の構想と合わせてということでありますけども、緊急度は高いのではないかと。 

  それから、修繕をしながらと言いながらも、傷みが、雨漏り、手洗いを子供たちが利用し

てて、これが図書館、インフルエンザの予防からいえば水道もうまく出てこないというよう

なことだと、そういうふうな便宜を図る意味でも、早く検討し、改築に取り組むべきではな

いかというふうに考えております。 

  あわせて考えると、こちらの議場の音声やら、さまざまな施設についても、築後大分年数

がたっているということで、この改善センター全体の緊急の検討が必要と思いますが。いか

がでしょうか。 

○議長（瀧本正德君） 企画財政課長、横澤則子君。 

○企画財政課長（横澤則子君） 議員おっしゃるとおり、議場の音声の問題やら、子育て環境

の問題やら、承知をしているところであります。 

  緊急度という部分につきましては、町全体の公共施設全体を見ていかなければならないと

いう部分と、当然、移住定住、あるいは子育て環境というのを今後人口増加対策として、し

ていかなければならない部分もありますので、それらを総合的に勘案した上で、来年度しっ

かりと計画を立てていきたいというふうに考えております。 

○議長（瀧本正德君） これで、５番、佐々木春一君の質問を終わります。 

  これで、一般質問を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◎散会の宣告 

○議長（瀧本正德君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

  本日はこれで散会します。御苦労さまでした。 

 

散会 午後 ２時２７分 

─────────────────────────────────────────── 

 


